
聖
せ い

書
しょ

使徒
し と

16・25～34

テ ー マ 信仰
しんこう

による救
すく

い

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

主
しゅ

イエスを信
しん

じなさい。そうし

たら、あなたもあなたの家族
か ぞ く

も

救
すく

われます 使徒
し と

16・31

目
もく

標
ひょう

主
しゅ

イエスを信
しん

じて、救
すく

いを頂
いただ

く者
もの

となる。

7 月 8 日（月）
聖書
せいしょ

使徒
し と

16・25

聖句
せ い く

真夜中
ま よ な か

ごろ、パウロとシラスとは、

神
かみ

に祈
いの

り、さんびを歌
うた

い続
つづ

けた

25節
せつ

イエス様
さま

のためにはたらいたためにムチでう

たれ、ろうやに入
い

れられてしまったパウロたち。

本当
ほんとう

だったら、痛
いた

いしつらいし、元気
げ ん き

もでない

はずだね。でも、パウロたちはそんなときでも神
かみ

様
さま

を賛美
さ ん び

し続
つづ

けたって！

もうだめだ！と思
おも

うとき、自分
じ ぶ ん

の力
ちから

じゃどう

にもできないとき、あなたはどうしますか？心
こころ

が下
した

を向
む

いちゃって、もうイエス様
さま

を信
しん

じるの

をあきらめる？じゃあ、パウロたちを見
み

て！

パウロたちの信仰
しんこう

は、あきらめない！行
い

きづ

まらないんだ！そういう人
ひと

を神
かみ

様
さま

は助
たす

け出
だ

して

くださるんだよ。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あきらめたり、行
い

きづまった

りしないで、イエス様
さま

を信
しん

じます。

7 月 7 日（日）
聖書
せいしょ

使徒
し と

16・31

聖句
せ い く

主
しゅ

イエスを信
しん

じなさい。そうしたら、

あなたもあなたの家族
か ぞ く

も救
すく

われま

す。 31節
せつ

「お友
とも

だちのあんなとこがきらい」「家族
か ぞ く

のあ

れやこれが直
なお

ればいいのに」と、自分
じ ぶ ん

のまわり

を見
み

ては考
かんが

えてしまう人
ひと

はいませんか？

でも、よく考
かんが

えてみたら、自分
じ ぶ ん

の心
こころ

の中
なか

は見
み

えてないかもね！ウソをついたり、人
ひと

を傷
きず

つけ

たり、わがままな自分
じ ぶ ん

でも、まるごと愛
あい

してく

れて、罪
つみ

の身代
み が

わりに十字架
じ ゅ うじ か

について死
し

んでく

ださったイエス様
さま

を見
み

て！そんなイエス様
さま

があ

なたと一緒
いっしょ

に歩
ある

いてくださるなら、まずあなた

の心
こころ

や生
い

き方
かた

が変
か

わり、周
まわ

りの人
ひと

たちに伝
つた

わっ

ていくの！イエス様
さま

を信
しん

じましょう！そうした

らあなたも、あなたの家族
か ぞ く

も救
すく

われます！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、まずはわたしから、イエス様
さま

に

変
か

えられ、救
すく

われたいです。

7 月 9 日（火）
聖書
せいしょ

使徒
し と

16・25

聖句
せ い く

囚
しゅう

人
じん

たちは耳
みみ

をすまして聞
き

きいっ

ていた。 25節
せつ

夜
よる

のくらい中
なか

で、パウロたちが賛美
さ ん び

すると、

あらフシギ！ 悪
わる

いことをして捕
つか

まった人
ひと

たち

もじ～っとその賛美
さ ん び

を聞
き

いていたんだって。し

かも、だれも「うるせ～バカヤロウ」なんて言
い

わ

ないで、心
こころ

から聞
き

いてたって！

賛美
さ ん び

ができるってすばらしいね！縄
なわ

でしばら

れ、くさりにつながれて身
み

動
うご

きがとれなくても、

だれもイエス様
さま

を信
しん

じる心
こころ

や口
くち

をしばること

はできないんだ。そして、どんなときもイエス様
さま

を見
み

あげて賛美
さ ん び

するなら、罪
つみ

の中
なか

で苦
くる

しんでい

る人
ひと

たちにも、イエス様
さま

のすばらしさが伝
つた

わっ

ていくんだよ。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、どんなときも賛美
さ ん び

して、お友
とも

だちや家族
か ぞ く

にもイエス様
さま

のすばらしさを

伝
つた

えていけますように。



7 月 10 日（水）
聖書
せいしょ

使徒
し と

16・26

聖句
せ い く

ところが突然
とつぜん

、大地震
だ い じし ん

が起
おこ

って、獄
ごく

の土台
ど だ い

が揺
ゆ

れ動
うご

き、戸
と

は全部
ぜ ん ぶ

たちま

ち開
ひら

いて、みんなの者
もの

の鎖
くさり

が解
と

け

てしまった。 26節
せつ

もし、あなたがろうやの中
なか

にいて鎖
くさり

につなが

れていたのに、突然
とつぜん

こんなことが起
お

きたらどう

思
おも

うでしょう！神
かみ

様
さま

の力
ちから

ってすごい！と思
おも

う

だけでなく、今
いま

まで神
かみ

様
さま

を信
しん

じないで生
い

きてき

たこと、自分
じ ぶ ん

が罪
つみ

人
ひと

であることを考
かんが

えると、な

んだかおそろしくなってくるかもしれません。

でも、「突然
とつぜん

」神
かみ

様
さま

がパウロたちのお祈
いの

りと

賛美
さ ん び

にこたえて鎖
くさり

を解
と

いてくださったように、

神
かみ

様
さま

は、イエス様
さま

の十字架
じ ゅ うじ か

を信
しん

じるなら、あな

たがしばられて苦
くる

しんでいる罪
つみ

の鎖
くさり

でも、あっ

という間
ま

に解
と

いてくださるお方
かた

です。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

を信
しん

じるなら、どん

な罪
つみ

の 鎖
くさり

からも一 瞬
いっしゅん

で助
たす

けてくださるこ

とを信
しん

じます。

7 月 12 日（金）
聖書
せいしょ

使徒
し と

16・29～30

聖句
せ い く

わたしは救
すく

われるために、何
なに

をすべ

きでしょうか。 30節
せつ

あなたは、心
こころ

から「わたしは救
すく

われなけれ

ばならない！」と思
おも

ったことはありますか？

いつも、まちがっている罪
つみ

がある人
ひと

は「自分
じ ぶ ん

じゃない誰
だれ

か」だと、心
こころ

のどこかで「わたし

は正
ただ

しいはず」だと、思
おも

っていませんか？

この獄吏
ご く り

もきっと同
おな

じだったよね。自分
じ ぶ ん

は、

「罪
つみ

人
ひと

をろうやに入
い

れる正
ただ

しい人
にん

間
げん

」だと

思
おも

っていたよね？でも、本当
ほんとう

は「罪
つみ

人
ひと

は自分
じ ぶ ん

、

まちがっていたのは自分
じ ぶ ん

」だったことを神
かみ

様
さま

は気
き

づかせてくれたんだ！すごい！

神
かみ

様
さま

は、そんな人
ひと

たちのためにも救
すく

いを

用意
よ う い

していてくださるんだね！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、自分
じ ぶ ん

は正
ただ

しいと思
おも

っている人
ひと

でも、罪
つみ

があることをわからせてくださり、

救
すく

ってくださることを感謝
かんしゃ

します。

7 月 11 日（木）
聖書
せいしょ

使徒
し と

16・27～28

聖句
せ い く

われわれは皆
みな

ひとり残
のこ

らず、ここに

いる。 28節
せつ

ろうやにいた人
ひと

たちの鎖
くさり

が解
と

け、戸
と

があいて

しまったとき、みんないっせいに「にげろ～」っ

て出
だ

ていったのではありませんでした。もしに

げたら、こんどはろうやの番
ばん

をしていた人
ひと

が死
し

刑
けい

にされるか、自殺
じ さ つ

するところです。でも、パ

ウロたちだけでなく、罪
つみ

をおかしてろうやに入
い

れられた人
ひと

もみんなそこにいたんだって！

パウロたちのお祈
いの

りや賛美
さ ん び

で、神
かみ

様
さま

がどんな

お方
かた

か、聞
き

いていただけでなく、ろうやが開
ひら

い

たとき、お祈
いの

りにこたえてくださることもわ

かったんだね。パウロたちは入
はい

りたくてろうや

に入
はい

ったんじゃなかったけれど、そこにいる人
ひと

たちのためにも神
かみ

様
さま

は用
もち

いてくださったよ。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、どんな場所
ば し ょ

でもあなたを信
しん

じ

る人
ひと

を用
もち

いてくださることを感謝
かんしゃ

します。

7 月 13 日（土）
聖書
せいしょ

使徒
し と

16・31～34

聖句
せ い く

神
かみ

を信
しん

じる者
もの

となったことを、全
ぜん

家族
か ぞ く

と共
とも

に心
こころ

から喜
よろこ

んだ。 34節
せつ

本当
ほんとう

の救
すく

い、本当
ほんとう

の喜
よろこ

びはどこから来
く

るので

しょう？いろいろがんばって手
て

に入
い

れるもので

すか？いい子
こ

にしていたらやってくるの？

いいえ、救
すく

いは真
まこと

の神
かみ

様
さま

を信
しん

じ、イエス様
さま

を

信
しん

じるときにやってくるのです。あなたの心
こころ

の

おくの罪
つみ

は、どんながんばりでも、どんな良
よ

い

ことでも消
き

えないし、そこには救
すく

いはないの。

イエス様
さま

は、あなたの罪
つみ

の身代
み が

わりに十字架
じ ゅ うじ か

で死
し

んでくださった、たった一人
ひと

のお方
かた

。

このイエス様
さま

を信
しん

じるとき、本当
ほんとう

の救
すく

い、本物
ほんもの

の

喜
よろこ

びをもらうことができるんだよ。イエス様
さま

を

信
しん

じて心
こころ

から喜
よろこ

べるあなたでいてね！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

を信
しん

じるなら、本当
ほんとう

の

喜
よろこ

びと救
すく

いをいただけることを感謝
かんしゃ

しま

す。わたしもイエス様
さま

を信
しん

じます。



聖
せ い

書
しょ

黙示録
もくしろく

21･22～22･5

テ ー マ 聖
せい

なる都
みやこ

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

神
かみ

の栄光
えいこう

が都
みやこ

を明
あか

るくし、子
こ

羊
ひつじ

が都
みやこ

のあかりだからである。

黙示録
もくしろく

21・23

目
もく

標
ひょう

キリストを信
しん

じて、永遠
えいえん

の都
みやこ

に入
はい

る者
もの

となる。

7 月 15 日（月）
聖書
せいしょ

黙示録
もくしろく

21･22

聖句
せ い く

全能者
ぜんのうしゃ

にして主
しゅ

なる神
かみ

と子
こ

羊
ひつじ

とが、

その聖所
せいじょ

なのである。 22節
せつ

目
め

には見
み

えないけれど、わたしたちを愛
あい

し、

守
まも

り、いっしょにいてくださる神
かみ

様
さま

！そんな神
かみ

様
さま

と、あなたは毎日
まいにち

お話
はなし

していますか？また、

どうやってお話
はなし

していますか？

お祈
いの

りの中
なか

で？聖書
せいしょ

をよむとき？賛美
さ ん び

する

とき？それから教会
きょうかい

に行
い

くときは、神
かみ

様
さま

のと

ころへ行
い

ったような気持
き も

ちになるよね。

でもね、神
かみ

様
さま

の 新
あたら

しいせかいが来
く

ると、

教会
きょうかい

なんてないんだって。だって、神
かみ

様
さま

がそ

こにいて、えいえんに神
かみ

様
さま

のところにいられる

から。 神
かみ

様
さま

の目
め

の前
まえ

で礼拝
れいはい

し、お話
はなし

できる

なんて、すごいことだね！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたの 新
あたら

しいせかいで、あ

なたの近
ちか

くにえいえんにいられる日
ひ

が早
はや

く

来
き

ますように。

7 月 14 日（日）
聖書
せいしょ

黙示録
もくしろく

21・23

聖句
せ い く

神
かみ

の栄光
えいこう

が都
みやこ

を明
あか

るくし、小
こ

羊
ひつじ

が

都
みやこ

のあかりだからである。 23節
せつ

「おわり」ときくと、なんだかさびしく、か

なしく、つらい気
き

もちになる人
ひと

はいますか？

聖書
せいしょ

も、せかいの「おわり」をおしえているね。

でも、このおわりは新
あたら

しい、えいえんのせか

いの「はじまり」なんだって！そこには、罪
つみ

も、

くらやみも、悪魔
あ く ま

も、くるしみや涙
なみだ

もなく、た

だ、きよい神様
かみさま

と、イエス様
さま

と、えいえんのい

のちをもらった人
ひと

たちだけがいるんだって。

あたらしいせかいに行
い

くかどうかは、あなた

もきめられるよ。それは、イエス様
さま

が十字架
じ ゅ うじ か

で、

あなたの罪
つみ

のみがわりになって、死
し

んでよみが

えられたことを信
しん

じ、いつもイエス様
さま

といっ

しょに生
い

きていくことによるのです！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

の十字架
じゅうじか

とよみがえ

りを信
しん

じて 新
あたら

しいせかいに行
い

きます。

7 月 16 日（火）
聖書
せいしょ

黙示録
もくしろく

21･24～26

聖句
せ い く

人
ひと

々
びと

は、諸国民
しょこくみん

の光栄
こうえい

とほまれとを

そこに携
たずさ

えて来
く

る。 26節
せつ

神
かみ

様
さま

のところにはどんな人
ひと

たちがやってくる

のでしょう？むかしは、イスラエルの人
ひと

たちだ

け救
すく

われて神
かみ

様
さま

のところに行
い

くって思
おも

われてた

んだ。でもね、イエス様
さま

が地上
ちじょう

に来
き

てくださっ

て何
なに

もかもが変
か

わったのです。何
なに

もかも！

どのせかいに住
す

んでいる人
ひと

も、どんな生
い

き方
かた

をしてきた人
ひと

も、罪
つみ

の中
なか

で苦
くる

しんでいた人
ひと

も、罪
つみ

をおわびし、イエス様
さま

の十字架
じ ゅ うじ か

を信
しん

じて、心
こころ

を

神
かみ

様
さま

の方
ほう

に向
む

けて生
い

きるとき、いつかやってく

る新
あたら

しいせかいへ、むねをはって「わたしは救
すく

われました！」とやってくることができるので

す。そうできる道
みち

を開
ひら

いてくださったイエス様
さま

の救
すく

いはなんてすばらしいんでしょうね！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

といっしょに、心
こころ

を

あなたに向
む

けてあゆみます。



7 月 17 日（水）
聖書
せいしょ

黙示録
もくしろく

21･25

聖句
せ い く

都
みやこ

の門
もん

は、終
しゅう

日
じつ

、閉
と

ざされること

はない。 25節
せつ

あなたのおうちでは、夜
よる

ねむるときや、ひとり

でるすばんをするとき、げんかんのカギをガ

チャン！とかけますか？ それはなんで？ それ

は、外
そと

には悪
わる

い人
ひと

やどろぼうがいて、おうちに

入
はい

ってきたらたいへんだからだよね！ でも、神
かみ

様
さま

の 新
あたら

しいせかいはいつも門
もん

が開
ひら

いたまん

まって！ え～だいじょうぶなのかなあ？

そう、新
あたら

しいせかいがやってきたとき、悪魔
あ く ま

も、わたしたちがこわがるものもぜんぶ、神
かみ

様
さま

が

処分
しょぶん

してくださってるんだって。そのときには、

わたしたちの 心
こころ

の中
なか

にまで入
はい

ってきていた

悪魔
あ く ま

や罪
つみ

ともたたかわなくてよいせかいになる

んだね。神
かみ

様
さま

のご計画
けいかく

のすばらしさ！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、悪魔
あ く ま

も、悪
わる

いものも、罪
つみ

もな

い 新
あたら

しいせかいのご計画
けいかく

を感謝
かんしゃ

します。

7 月 19 日（金）
聖書
せいしょ

黙示録
もくしろく

22･1～2

聖句
せ い く

その実
み

は毎月
まいつき

みのり、その木
き

の

葉
は

は諸国民
しょこくみん

をいやす。 2節
せつ

新
あたら

しい神
かみ

様
さま

のせかいでは、都
みやこ

の真
ま

ん中
なか

にい

のちの水
みず

の川
かわ

がながれ、川
かわ

のほとりにはいのち

の木
き

があるんだって！その川
かわ

はね、わたしたち

を造
つく

られ、愛
あい

し、ゆるし、生
い

かしてくださる、神
かみ

様
さま

からながれてくるの。

わたしたちの心
こころ

や 魂
たましい

は、いつも「わたしを

愛
あい

してくれないかなあ、あの人
ひと

がわたしに良
よ

く

してくれないかなあ」とカラカラに渇
かわ

いてます。

でも、神
かみ

様
さま

のいのちの水
みず

をのみ、その実
み

をた

べ、そのしげみに憩
いこ

う人
ひと

は、心
こころ

の傷
きず

もすっかり

なおり、神
かみ

様
さま

の愛
あい

やゆるしやいのちでいっぱい

になって、それがえいえんにあふれでるのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、その水
みず

と実
み

と葉
は

でいやされて、

あなたのいのちや愛
あい

やゆるしでいっぱいに

なる日
ひ

が、わたしにも来
き

ますように。

7 月 18 日（木）
聖書
せいしょ

黙示録
もくしろく

21･27

聖句
せ い く

しかし、汚
けが

れた者
もの

や、忌
い

むべきこと

及
およ

び偽
いつわ

りを行
おこな

う者
もの

は、その中
なか

に決
けっ

してはいれない。 27節
せつ

学校
がっこう

に行
い

くときには、いつも教科書
きょうかしょ

や運動
うんどう

着
ぎ

をもって、忘
わす

れ物
もの

をしないようにでかけるよ

ね？ それは、学校
がっこう

に行
い

くならあたりまえのこと

だからと思
おも

うよね？ じゅんびは大切
たいせつ

なんだ。

神
かみ

様
さま

の新
あたら

しいせかいに行
い

くのにも、大切
たいせつ

な

じゅんびがあるよ。そこには罪
つみ

が入
はい

っちゃいけ

ない！これは絶対
ぜったい

のこと！神
かみ

様
さま

はあなたを愛
あい

し

ていても、罪
つみ

があるままでは、迎
むか

えられないの！

その罪
つみ

の 心
こころ

をとり除
のぞ

くためにイエス様
さま

は

十字架
じ ゅ うじ か

で死
し

んでくださったのです。それを信
しん

じ

て、罪
つみ

の生
せい

活
かつ

を捨
す

てて生
い

きること、これが新
あたら

し

いせかいに行
い

くための大切
たいせつ

なじゅんびなのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、罪
つみ

をすてて生
い

きる、という大切
たいせつ

なじゅんびをしていきます。

7 月 20 日（土）
聖書
せいしょ

黙示録
もくしろく

22･3～5

聖句
せ い く

その僕
しもべ

たちは彼
かれ

を礼拝
れいはい

し、御顔
み か お

を

仰
あお

ぎ見
み

るのである。 3～4節
せつ

昔
むかし

の考
かんが

えでは、神
かみ

様
さま

の顔
かお

を見
み

たら、その人
ひと

は

死
し

ぬと言
い

われていました。そう、罪
つみ

のせかいで、

罪
つみ

にまみれて生
い

きているわたしたちが、愛
あい

と聖
きよ

さしかない神
かみ

様
さま

と顔
かお

をあわせるなんてとんでも

ないこと！それでも、聖書
せいしょ

や毎日
まいにち

の生
せい

活
かつ

の中
なか

で、

神
かみ

様
さま

がどんなお方
かた

か、すこしづつわかるように

なってきたね。

でもね、新
あたら

しいせかいではちがうって！顔
かお

と

顔
かお

をあわせて神
かみ

様
さま

に会
あ

うって！イエス様
さま

によっ

て罪
つみ

はぜんぶとりさられ、よろこびいっぱい神
かみ

様
さま

を礼拝
れいはい

できるんだ！そのとき、ああ、神
かみ

様
さま

は

こんなにもすばらしいお方
かた

だったんだ、とはっ

きりわかるようになるだろうね！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、よろこびいっぱいあなたの顔
かお

を見
み

られる日
ひ

をまち望
のぞ

みます！



聖
せ い

書
しょ

列
れつ

王
おう

上
じょう

17・１～16

テ ー マ 生
い

きて働
はたら

かれる神
かみ

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

わたしの仕
つか

えているイスラエ

ルの神
かみ

、主
しゅ

は生
い

きておられま

す。 列
れつ

王
おう

上
じょう

17・1

目
もく

標
ひょう

生
い

きて 働
はたら

かれる神
かみ

を信
しん

じて、

神
かみ

に仕
つか

える者
もの

となる。

7 月 22 日（月）
聖書
せいしょ

列
れつ

王
おう

上
じょう

16・29～34

聖句
せ い く

オムリの子
こ

アハブは彼
かれ

よりも先
さき

に

いたすべての者
もの

にまさって、主
しゅ

の目
め

の前
まえ

に悪
あく

を行
おこな

った。 30節
せつ

アハブ王
おう

というのは、イスラエル最悪
さいあく

の王様
おうさま

でした。偶像
ぐうぞう

を拝
おが

むイゼベルという奥
おく

さんと

結婚
けっこん

して、自分
じ ぶ ん

もバアルという偶像
ぐうぞう

を拝
おが

むよう

になってしまいました（だれと結婚
けっこん

するかは、

とても大事
だ い じ

なことですね）。バアルというのは、

雨
あめ

や霧
きり

を注
そそ

いで農業
のうぎょう

を盛
さか

んにする男性
だんせい

の神
かみ

で

す。エリヤはこの神
かみ

に挑戦
ちょうせん

したのですね。アシ

ラ像
ぞう

は、女神
め が み

の偶像
ぐうぞう

です。こうして国中
くにじゅう

に偶像
ぐうぞう

の宮
みや

や祭壇
さいだん

を作
つく

って、まことの神様
かみさま

を怒
いか

らせま

した。神様
かみさま

はエリヤを遣
つか

わすことにしたのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたが 最
もっと

もお嫌
きら

いになるの

は偶像
ぐうぞう

です。わたしもあなたより大事
だ い じ

にし

ている偶像
ぐうぞう

はないかチェックします。

7 月 21 日（日）
聖書
せいしょ

列
れつ

王
おう

上
じょう

17・１～７

聖句
せ い く

わたしの仕
つか

えているイスラエルの

神
かみ

、主
しゅ

は生
い

きておられます。 1節
せつ

天気
て ん き

予報
よ ほ う

って、たいがい当
あ

たるけどたまには

ずれたりします。ここに、預言者
よ げ んし ゃ

エリヤがいき

なり登場
とうじょう

して、「わたしが仕
つか

える神
かみ

は生
い

きてお

られて、わたしの言葉
こ と ば

のない間
あいだ

は、数年
すうねん

雨
あめ

も露
つゆ

もありませんよ」とアハブ王
おう

に言
い

います。数年
すうねん

？

何
なん

と三年
さんねん

六ヵ月
ろ っ かげ つ

、一
いっ

滴
てき

のおしめりもなかったの

です。予報
よ ほ う

のとおりに！エリヤは神様
かみさま

に養
やしな

われ

ました。ケリテ川
がわ

のほとりで、川
かわ

の水
みず

を飲
の

み、驚
おどろ

いたことにからすが朝
あさ

に夕
ゆう

にパンと肉
にく

を運
はこ

んで

くれたのです。神様
かみさま

の命令
めいれい

によって。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、エリヤをからすによって 養
やしな

わ

れたあなたは、今
いま

も生
い

きて 働
はたら

いていてくだ

さいますから感謝
かんしゃ

します。

7 月 23 日（火）
聖書
せいしょ

列
れつ

王
おう

上
じょう

17・8～16

聖句
せ い く

主
しゅ

がエリヤによって言
い

われた言葉
こ と ば

のように、かめの粉
こな

は尽
つ

きず、びん

の油
あぶら

は絶
た

えなかった。 16節
せつ

ちょっと雨
あめ

が降
ふ

らないだけでも、水
みず

不足
ぶ そ く

で

給水
きゅうすい

制限
せいげん

とかあって困
こま

ります。一年
いちねん

も二年
に ね ん

も降
ふ

らないと一体
いったい

どんなことになるでしょう?! ケ

リテ川
がわ

の水
みず

もかれてしまいました。エリヤは主
しゅ

の言葉
こ と ば

によって、偶像
ぐうぞう

の町
まち

シドンのザレパテの、

しかもやもめ女
おんな

の所
ところ

に遣
つか

わされます。よりに

よって子
こ

どもと最後
さ い ご

のパンを食
た

べて死
し

のうとし

ていたのです！ところが生
い

きておられる主
しゅ

の

命令
めいれい

どおりにすると、「かめの粉
こな

は尽
つ

きず、びん

の油
あぶら

は絶
た

えなかった」のでした。ワンダフル！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、エリヤや、やもめ 女
おんな

と息子
む す こ

を

養
やしな

い続
つづ

けられたあなたは、今
いま

も生
い

きて、

この約束
やくそく

を守
まも

ってくださり感謝
かんしゃ

です。



7 月 24 日（水）
聖書
せいしょ

列
れつ

王
おう

上
じょう

17・17～24

聖句
せ い く

主
しゅ

はエリヤの声
こえ

を聞
き

きいれられた

ので、その子供
こ ど も

の 魂
たましい

はもとに帰
かえ

っ

て、彼
かれ

は生
い

きかえった。 22節
せつ

あなたも病気
びょうき

になったことがあるでしょう。

死
し

ぬかもしれないと思
おも

うような重
おも

い病気
びょうき

だった

でしょうか。このやもめ女
おんな

の息子
む す こ

は、本当
ほんとう

に重
おも

い病気
びょうき

でとうとう死
し

んでしまったのです。母親
ははおや

の手
て

から子
こ

どもを取
と

り、エリヤは屋上
おくじょう

の部屋
へ や

の

自分
じ ぶ ん

のベッドに寝
ね

かせて、神様
かみさま

に叫
さけ

び求
もと

めまし

た、「子
こ

どもの 魂
たましい

をもとに帰
かえ

らせてくださ

い！」 主
しゅ

はエリヤの叫
さけ

びを聞
き

きいれてくださり、

子
こ

どもは生
い

きかえりました！ 何
なん

と力
ちから

あるエリ

ヤの祈
いの

りでしょう！ 祈
いの

りに答
こた

えてくださる主
しゅ

は生
い

きておられます！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、エリヤは人間
にんげん

であるのに、そ

の祈
いの

りに答
こた

えて、死人
し に ん

さえもよみがえらせ

たあなたの御力
みちから

をたたえます。

7 月 26 日（金）
聖書
せいしょ

列
れつ

王上
おうじょう

18・30～40

聖句
せ い く

民
たみ

は皆
みな

見
み

て、ひれ伏
ふ

して言
い

った、｢主
しゅ

が神
かみ

である。主
しゅ

が神
かみ

である｣。 39節
せつ

びっしょりぬれた紙
かみ

にどんなにマッチで火
ひ

を

つけようとしてもジュンと火
ひ

が消
き

えてしまうで

しょう？ところがです。さあ、エリヤの番
ばん

にな

りました。ヤコブの子
こ

らの部族
ぶ ぞ く

の数
かず

、十二個
じ ゅ うに こ

の石
いし

で祭壇
さいだん

を築
きず

き、その周囲
しゅうい

にみぞを作
つく

り、たきぎ

と牛
うし

を切
き

り裂
さ

いてのせ、かめ十二杯分
じゅうにはいぶん

の水
みず

を

ザァザァかけました。夕
ゆう

の供
そな

え物
もの

の時間
じ か ん

になっ

て、エリヤの祈
いの

り、「主
しゅ

よ、あなたが神
かみ

であると

知
し

らせてください」。その時
とき

です、主
しゅ

の火
ひ

が降
くだ

り、

すべてを焼
や

き尽
つ

くし、民
たみ

がひれ伏
ふ

し叫
さけ

びました。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、まことに、｢火
ひ

をもって答
こた

えら

れたあなたこそが神
かみ

です｣と、わたしも 心
こころ

か

ら一緒
いっしょ

に叫
さけ

べて感謝
かんしゃ

です。

7 月 25 日（木）
聖書
せいしょ

列
れつ

王上
おうじょう

18・17～29

聖句
せ い く

そして火
ひ

をもって答
こた

える神
かみ

を神
かみ

と

しましょう。 24節
せつ

三年
さんねん

以上
いじょう

もの間
あいだ

、かんばつで国中
くにじゅう

カラカラ。

アハブに会
あ

って、エリヤはカルメル山
やま

での対決
たいけつ

をと、バアル、アシラの預言者
よ げ んし ゃ

を集
あつ

めさせます。

八百五十人
はっぴゃくごじゅうにん

対
たい

エリヤ一人
ひ と り

です。たきぎの上
うえ

に

一頭
いっとう

の牛
うし

を切
き

り裂
さ

いてのせ、「それぞれの神
かみ

の

名
な

を呼
よ

びましょう。火
ひ

をつけていないその牛
うし

に、

天
てん

からの火
ひ

を降
くだ

す神
かみ

を神
かみ

としましょう」と言
い

い

ました。まず、バアルの預言者
よ げ んし ゃ

たちからです。

「バアルよ、答
こた

えてください」と。しかし応答
おうとう

な

し。踊
おど

ったり血
ち

を流
なが

したりしても答
こた

えなし。バ

アルは眠
ねむ

っているのか？

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、バアルからは何
なん

の答
こた

えもあり

ませんでした。人
ひと

がつくりあげた死
し

んだ偶像
ぐうぞう

だ

とわかりました。

7 月 27 日（土）
聖書
せいしょ

列
れつ

王上
おうじょう

18・41～46

聖句
せ い く

七度目
な な ど め

にしもべは言
い

った、「海
うみ

から

人
ひと

の手
て

ほどの小
ちい

さな雲
くも

が起
おこ

ってい

ます」。 44節
せつ

｢大雨
おおあめ

の音
おと

がするから、上
のぼ

って行
い

って、食
く

い飲
の

みしなさい｣とエリヤに言
い

われて、さすがにアハ

ブは言
い

われたとおりにしました。しかしエリヤ

はカルメル山頂
さんちょう

に登
のぼ

り、祈
いの

りに入
はい

りました。地
ち

に伏
ふ

して顔
かお

をひざの間
あいだ

に入
い

れるとは、祈
いの

りの

姿勢
し せ い

です。忍耐
にんたい

強
つよ

い祈
いの

り、見
み

るまであきらめな

い祈
いの

りでした。しもべは海
うみ

の見
み

える所
ところ

に上
のぼ

って

見
み

ます、何回
なんかい

も行
い

ったり来
き

たり…ついに七度目
な な ど め

に｢人
ひと

の手
て

ほどの小
ちい

さな雲
くも

｣が見
み

えたと思
おも

うと、

まもなく大雨
おおあめ

となりました！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしたちと同
おな

じ人間
にんげん

のエリ

ヤの祈
いの

りに答
こた

えられたあなたが、今
いま

もわた

しの祈
いの

りに答
こた

えてくださると信
しん

じます。



聖
せ い

書
しょ

列
れつ

王
おう

上
じょう

18・20～40

テ ー マ 神
かみ

のための戦
たたか

い

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

火
ひ

をもって答
こた

える神
かみ

を神
かみ

とし

ましょう。 列
れつ

王上
おうじょう

18・24

目
もく

標
ひょう

神
かみ

のために信仰
しんこう

をもって 戦
たたか

う

者
もの

となる。

7 月 29 日（月）
聖書
せいしょ

列
れつ

王上
おうじょう

18・20～24

聖句
せ い く

あなたがたはいつまで二
ふた

つのもの

の間
あいだ

に迷
まよ

っているのですか。主
しゅ

が

神
かみ

ならばそれに従
したが

いなさい。21節
せつ

バアルの預言者
よ げ んし ゃ

は 450人
にん

もいます。主
しゅ

の預言者
よ げ んし ゃ

はエリヤひとりです。やっぱり、たくさんの人
ひと

が

信
しん

じているバアルの方
ほう

が神様
かみさま

なんじゃない？

なんて考
かんが

えてしまいますか？ では、それぞれ

の神
かみ

の名
な

を呼
よ

んで、火
ひ

をもって答
こた

える神
かみ

を神
かみ

と

しましょうということになりました。もしかし

て、わたしたちも二
ふた

つのものの間
あいだ

に迷
まよ

ったりし

ていませんか？日曜日
に ち よう び

の朝
あさ

、みんなは海
うみ

や山
やま

へ

遊
あそ

びに行
い

っている。どうしよう？イエス様
さま

を信
しん

じるわたしたちは、迷
まよ

わず教会
きょうかい

学校
がっこう

へ！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたを一心
いっしん

に信
しん

じて求
もと

める

のを邪魔
じ ゃ ま

するものの 間
あいだ

で迷
まよ

うことがない

ように、お守
もり

ください。

7 月 28 日（日）
聖書
せいしょ

列
れつ

王上
おうじょう

18・20～40

聖句
せ い く

火
ひ

をもって答
こた

える神
かみ

を神
かみ

としま

しょう。 24節
せつ

850人
にん

、対
たい

、ひとり！ ヒヤァ！ それはひとり

が負
ま

けるに決
き

まってるよと思
おも

いますか？ バア

ルやアシラというニセの神様
かみさま

を拝
おが

む 850人
ひと

、対
たい

、

生
い

きているまことの神
かみ

を信
しん

じて仕
つか

えるひとり、

エリヤとなると？ 話
はなし

はガラリと変
か

わります。

祈
いの

りに答
こた

えて、天
てん

からの火
ひ

を祭壇
さいだん

に呼
よ

び下
くだ

す神
かみ

こそ、まことの神
かみ

としましょうと、いざ、対決
たいけつ

！

バアルの神
かみ

はウンともスンとも答
こた

えてくれませ

ん。しかし、エリヤの祈
いの

りに神様
かみさま

は答
こた

えて、天
てん

か

らの火
ひ

が降
くだ

ったのでした。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、エリヤの祈
いの

りに答
こた

えられたあ

なたこそまことの神
かみ

です。わたしもあなた

をまことの神
かみ

と信
しん

じています。

7 月 30 日（火）
聖書
せいしょ

列
れつ

王上
おうじょう

18・25～29

聖句
せ い く

しかしなんの声
こえ

もなく、答
こた

える者
もの

も

なく、また顧
かえり

みる者
もの

もなかった。

29 節
せつ

ではまずは、バアルの預言者
よ げ んし ゃ

たちからスター

ト！ 牛
うし

を祭壇
さいだん

の上
うえ

に置
お

いて、火
ひ

をつけないで、

神
かみ

の名
な

を呼
よ

びました。「バアルよ、答
こた

えてくださ

い」と、朝
あさ

から昼
ひる

まで呼
よ

んでも何
なん

の答
こた

えもなし

です。まわりを踊
おど

ってもダメ。エリヤはあざけ

ります、「え!? 考
かんが

えにふけってる？ 旅行中
りょこうちゅう

?

爆
ばく

睡中
すいちゅう

?」バアルの預言者
よ げ んし ゃ

たちは大声
おおごえ

で叫
さけ

び、

刀
かたな

とやりで身
み

を傷
きず

つけ血
ち

を流
なが

しました!それで

もノー・アンサー。なぜって、バアルはニセの神
かみ

で、死
し

んだ偶像
ぐうぞう

ですから当
あ

たり前
まえ

です。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ニセモノの神
かみ

バアルがいかに

死
し

んだ頼
たよ

りにならないものであるのかが、

よくわかりました。



7 月 31 日（水）
聖書
せいしょ

列
れつ

王上
おうじょう

１8・30～35

聖句
せ い く

彼
かれ

はこわれている主
しゅ

の祭壇
さいだん

を繕
つくろ

っ

た。 30節
せつ

バアルの預言者
よ げ んし ゃ

たちは、さんざんな目
め

に合
あ

い

ましたね。ニセの神
かみ

に従
したが

うとこうなるのです。

さあ!エルヤの番
ばん

です。エリヤは一番
いちばん

に、こわれ

ている主
しゅ

の祭壇
さいだん

をきちんと整
ととの

えました。ヤコブ

の子
こ

らの部族
ぶ ぞ く

の数
かず

、12 の石
いし

で、主
しゅ

の名
な

によって

祭壇
さいだん

を築
きず

きました。周囲
しゅうい

にみぞを作
つく

り、たきぎ

と牛
うし

をのせ、何
なん

とその上
うえ

に4つのかめに水
みず

を満
み

た

したものを注
そそ

ぎました。ザアーツザァーツと 3度
ど

もしたので祭壇
さいだん

は水浸
みずびた

し、みぞまで、水
みず

がいっ

ぱいになりましたよ!!

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、エリヤのように、わたしもお祈
いの

りの祭壇
さいだん

をきちんと 整
ととの

えて、あなたに祈
いの

り、

答
こた

えを待
ま

ち望
のぞ

みます。

8 月 2 日（金）
聖書
せいしょ

列
れつ

王上
おうじょう

18・38～40

聖句
せ い く

民
たみ

は皆
みな

見
み

て、ひれ伏
ふ

して言
い

った、

「主
しゅ

が神
かみ

である。主
しゅ

が神
かみ

である」。

39節
せつ

『そのとき』です!な、な、なーんと、主
しゅ

の火
ひ

が下
くだ

ったのです! そして、燔
はん

祭
さい

を焼
や

きつくし、

たきぎももちろん焼
や

きつくし、しかも、石
いし

もち

りも焼
や

きつくし、さらにはみぞの水
みず

をもなめつ

くしたではありませんか。人々
ひとびと

は皆
みな

それを見
み

て、

ひれ伏
ふ

して叫
さけ

びましたよ。「主
しゅ

が神
かみ

である。主
しゅ

が

神
かみ

である」と。イスラエルの神
かみ

、アブラハム、

イサク、ヤコブの神
かみ

、エリヤの神
かみ

の勝利
しょうり

! 火
ひ

を

もって天
てん

から答
こた

えられたのはこの神
かみ

でした。バ

アルの神
かみ

はニセモノです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、誰
だれ

の目
め

にも、この時
とき

ばかりは

あなたこそまことの神
かみ

とわかりました。今
いま

も永遠
えいえん

までもそうです。

8 月 1 日（木）
聖書
せいしょ

列
れつ

王上
おうじょう

18・36～37

聖句
せ い く

主
しゅ

よ、わたしに答
こた

えてください。わ

たしに答
こた

えてください。 37節
せつ

先祖
せ ん ぞ

アブラハム、イサク、ヤコブを祝福
しゅくふく

され

たイスラエルの神
かみ

に、エリヤは、まっすぐに、

迫
せま

ってお祈
いの

りします。「あなたこそが神
かみ

である

ことを、この人々
ひとびと

すべてに知
し

らせてください。

わたしがあなたのしもべで、あなたの言葉
こ と ば

に

従
したが

ってやっているのだということをハッキリ

と教
おし

えてください。主
しゅ

よ、わたしにも答
こた

えてく

ださい」と。わたしたちも、こんなエリヤのよ

うなお祈
いの

りがしたいですね。きっと神様
かみさま

だって、

黙
だま

ってはいられないと思
おも

いませんか?!

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、エリヤのお祈
いの

りには 力
ちかり

がこ

もっています。わたしもエリヤのようにあ

なたに迫
せま

って祈
いの

りたいです。

8 月 3 日（土）
聖書
せいしょ

ヤコブ 5・13～18

聖句
せ い く

義人
ぎ じ ん

の祈
いのり

は、大
おお

いに力
ちから

があり、効
こう

果
か

のあるものである。 16節
せつ

「エリヤは、わたしたちと同
おな

じ人間
にんげん

であった

が」(17)とあります。そうなのです。エリヤは

人間
にんげん

でしたが、信仰
しんこう

と祈
いの

りの人
ひと

だったのですね。

神様
かみさま

のみ言葉
こ と ば

を信
しん

じて、お祈
いの

りして、雨
あめ

をとど

めたり、降
ふ

らせたりしたのでした。そして、カ

ルメル山
さん

でもお祈
いの

りで勝負
しょうぶ

し、みごとに勝利
しょうり

し

ました。神
かみ

様
さま

を信
しん

じるわたしたちに与
あた

えられて

いるすごい武
ぶ

器
き

が、「み言葉
こ と ば

とお祈
いの

り」ですよ。

さあ、わたしたちもみ言葉
こ と ば

をしっかり握
にぎ

り、信仰
しんこう

のお祈
いの

りで勝利
しょうり

しよう!

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたに対抗
たいこう

したり敵対
てきたい

する

力
ちから

の多
おお

い中
なか

、み言葉
こ と ば

とお祈
いの

りであなたのた

めに 戦
たたか

わせてください。



聖
せ い

書
しょ

列
れつ

王下
お う げ

5・1～14

テ ー マ 大勇士
だ い ゆ う し

の癒
いや

し

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

身
み

を洗
あら

って清
きよ

くなれ

列
れつ

王下
お う げ

5・13

目
もく

標
ひょう

隠
かく

れた内面的
ないめんてき

な悩
なや

みのために

神
かみ

の解決
かいけつ

を 頂
いただ

く。

8 月 5 日（月）
聖書
せいしょ

列
れつ

王下
お う げ

5・1

聖句
せ い く

彼
かれ

は大勇士
だ い ゆう し

であったが、重
おも

い皮膚病
ひ ふ びょ う

をわずらっていた。 1節
せつ

かっこいいネ!「大勇士
だ い ゆう し

ナアマン!」王
おう

の軍勢
ぐんぜい

の 長
ちょう

だし、主君
しゅくん

からは、「ナアマン、ナアマ

ン」って、大切
たいせつ

にされたし、素晴
す ば

らしいことに、

神様
かみさま

に助
たす

けられ、用
もち

いられて、スリヤの国
くに

に勝利
しょうり

を勝
か

ち取
と

った、まさに「大勇士
だ い ゆう し

」だって、晴
は

れ

やかな勝利
しょうり

の行進
こうしん

をして、人々
ひとびと

からほめられた

でしょう。ところが、人
ひと

には言
い

えない隠
かく

れた悩
なや

み

をかかえて悩
なや

みに悩
なや

んでいたのです! それは服
ふく

の下
した

に重
おも

い皮膚病
ひ ふ びょ う

がありました。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、外側
そとがわ

が立派
り っ ぱ

に見
み

えても、内側
うちがわ

に

ある悩
なや

みはこまります。あなたは知
し

ってい

てくださるので感謝
かんしゃ

です。

8 月 4 日（日）
聖書
せいしょ

列
れつ

王
おう

下
げ

5・1～14

聖句
せ い く

身
み

を洗
あら

って清
きよ

くなれ 13節
せつ

誰
だれ

にも言
い

えない心
こころ

の中
なか

の悩
なや

み。お父
とう

さんにも、

お母
かあ

さんにも兄弟
きょうだい

たちにも、学校
がっこう

の先生
せんせい

にもど

の友
とも

だちにも言
い

えない…。神様
かみさま

だけは、ちゃあ

んとご存知
ぞ ん じ

、そして、神様
かみさま

だけが、その悩
なや

みを

きっちり解決
かいけつ

してくださるのです。ナアマン大
たい

将
しょう

のようにね。表面
ひょうめん

は立派
り っ ぱ

だったナアマンの

悩
なや

みは、恐
おそ

ろしい重
おも

い皮膚病
ひ ふ びょ う

にかかっていたこ

と! 不思議
ふ し ぎ

な導
みちび

きで、神
かみ

の人
ひと

エリシャのことを

知
し

り、え!? と思
おも

うような方法
ほうほう

で、すっかり癒
いや

さ

れ、清
きよ

くされましたね。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、すべてを知
し

っていてくださる

あなたのおっしゃるとおりにすれば悩
なや

みが

解決
かいけつ

されると信
しん

じます。

8 月 6 日（火）
聖書
せいしょ

列
れつ

王下
お う げ

5・2～5ａ

聖句
せ い く

ああ 御主人
ご し ゅじ ん

がサマリヤにいる

預言
よ げ ん

者
しゃ

と共
とも

におられたらよかった

でしょうに。 3節
せつ

すべてを知
し

っていてくださる神様
かみさま

は、ナアマ

ンの悩
なや

みもよくわかっておられました。神様
かみさま

は

ナアマンの悩
なや

みを解決
かいけつ

してあげたいと、働
はたら

きか

けてくださいました。そこにイスラエルから捕
とら

えられてきたひとりの少女
しょうじょ

が用
もち

いられたので

す。彼女
かのじょ

はナアマンの奥
おく

さんにお仕
つか

えしたので

ナアマンの悩
なや

みを知
し

りました。そして、預言者
よ げ んし ゃ

エ

リシャのことを話
はな

し、ご主人
しゅじん

様
さま

がこの方
かた

と共
とも

に

おられたらよかったのに、きっと病
やまい

をいやして

くださいますと言
い

ったのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたはナアマンのために

少
しょう

女
じょ

を用
もち

いられました。 幼
おさな

くてもあな

たに用
もち

いられるのは 喜
よろこ

びです。



8 月 7 日（水）
聖書
せいしょ

列
れつ

王下
お う げ

5ｂ～・7

聖句
せ い く

わたしは殺
ころ

したり、生
い

かしたりする

ことができる神
かみ

であろうか。 7節
せつ

わらにもすがりたいような悩
なや

む心
こころ

のナアマ

ンでしたから、さっそくに主君
しゅくん

スリヤ王
おう

に伝
つた

え

ました。王
おう

はイスラエル王
おう

への手紙
て が み

を持
も

たせて

くれました。たくさんの贈
おく

り物
もの

と共
とも

に、その手
て

紙
がみ

をイスラエルの王
おう

に見
み

せると…「ナアマンの病
やまい

をいやしていただくためです」と読
よ

んでイスラ

エルの王
おう

は 衣
ころも

を裂
さ

いて言
い

いました、「この病
やまい

の人
ひと

をいやせと?」とんでもない、わたしはそれ

ができる神
かみ

ではないと。そうです、一
いっ

国
こく

の王
おう

だっ

て皮膚病
ひ ふ びょ う

をいやせないのですね。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イスラエルの王
おう

のショックが

伝
つた

わってきます。本当
ほんとう

のいやし主
ぬし

は、あな

たの他
ほか

にはありません。

8 月 9 日（金）
聖書
せいしょ

列
れつ

王下
お う げ

5・11～12

聖句
せ い く

こうして彼
かれ

は身
み

をめぐらし、怒
いか

って

去
さ

った。 12節
せつ

トコロガ、ドッコイ！ ナアマン大将
たいしょう

は腹
はら

を

立
た

てて、怒
いか

りながら去
さ

っていったのです。ドー

シテ？ ナアマンはこう考
かんが

えていました。「エ

リシャが出
で

てきて、主
しゅ

の名
な

を呼
よ

び、手
て

を置
お

いて動
うご

かしていやすのだろう」と。「のだろうと思
おも

っ

た」というのが問題
もんだい

ですよ。しかも、自分
じ ぶ ん

の国
くに

の

アバナやパルパル川
がわ

の方
ほう

がよほどいい川水
かわみず

だと

ね。ですから使者
し し ゃ

が出
で

て来
き

て、告
つ

げた言葉
こ と ば

など、

そっちのけで彼
かれ

は怒
いか

り去
さ

りました。自分
じ ぶ ん

の考
かんが

え

は神
かみ

様
さま

の解決
かいけつ

の邪魔
じ ゃ ま

をします。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、いつでもあなたの言
い

われるこ

とを素直
す な お

に聞
き

いて 従
したが

うことのできるやわ

らかい耳
みみ

と 心
こころ

をください。

8 月 8 日（木）
聖書
せいしょ

列
れつ

王下
お う げ

5・8～10

聖句
せ い く

あなたはヨルダンへ行
い

って七
なな

たび

身
み

を洗
あら

いなさい。 10節
せつ

悩
なや

むナアマン、悩
なや

むイスラエルの王
おう

、悩
なや

む人
ひと

ば

かりですね。そこに、そのことを聞
き

きつけた、神
かみ

の人
ひと

エリシャの登場
とうじょう

です。「彼
かれ

をわたしのもと

にこさせなさい」と王
おう

に人
ひと

をつかわして言
い

いま

した。ナアマンは馬
うま

と車
くるま

とを従
したが

えてきて、エ

リシャの家
いえ

の入口
いりぐち

に立
た

ちました。すると使
つか

いの

者
もの

がエリシャの言葉
こ と ば

を伝
つた

えたのです。「ヨルダ

ンで 7 たび身
み

を洗
あら

えば肉
にく

はもとにかえり清
きよ

くな

ります」。何
なん

てわかりやすく、しやすいことで

しょう! 神様
かみさま

らしい解決
かいけつ

です。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのご命令
めいれい

や、解決法
かいけつほう

は決
けっ

して、困難
こんなん

だったり、従
したが

いにくいものでは

ないのでホッとします。

8 月 10 日（土）
聖書
せいしょ

列
れつ

王下
お う げ

5・13～14

聖句
せ い く

まして彼
かれ

はあなたに「身
み

を洗
あら

って清
きよ

くなれ」と言
い

うだけではありません

か。 13節
せつ

よい先輩
せんぱい

、よい主人
しゅじん

、よい奥
おく

さん、よい子
こ

ど

も、ここでは、よいしもべを与
あた

えられている人
ひと

は

しあわせですよ。しもべたちの心
こころ

の方
ほう

がよほど

神様
かみさま

に近
ちか

く、喜
よろこ

ばれる心
こころ

だったのです。ナア

マンを納得
なっとく

させました。「なおりたいのでしょ

う!? むずかしいことをいわれてもやったで

しょう? まして彼
かれ

は『身
み

を洗
あら

って清
きよ

くなれ』と言
い

うだけですよ」と。恥
はじ

をしのんで、神
かみ

の人
ひと

の言
い

う

とおり、裸
はだか

になって 7 たび川
かわ

に身
み

を浸
ひた

すと、肉
にく

は幼
おさ

な子
ご

のようになり清
きよ

くなりました！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ナアマンの悩
なや

みはみごとに消
き

え去
さ

り、身
み

も 心
こころ

も晴
は

れやかにあなたがして

くださいました。ハレルヤ！



聖
せ い

書
しょ

ヨナ 1・1～17

テ ー マ 神
かみ

の前
まえ

を離
はな

れて

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

わたしは海
うみ

と陸
りく

とをお造
つく

りに

なった天
てん

の神
かみ

、主
しゅ

を恐
おそ

れる者
もの

で

す。 ヨナ 1・9

目
もく

標
ひょう

神
かみ

に背
そむ

いて歩
あゆ

むことの 災
わざわ

い

を覚
おぼ

え、神
かみ

に従
したが

う者
もの

となる。

8 月 12 日（月）
聖書
せいしょ

ヨナ 1・1～3

聖句
せ い く

しかしヨナは主
しゅ

の前
まえ

を離
はな

れてタ

ルシシへのがれようと、立
た

って

ヨッパに下
くだ

って行
い

った。 3節
せつ

神様
かみさま

のこと信
しん

じている人
ひと

！「は～い！！」

神様
かみさま

のことだ～いすきな人
ひと

！「はいは～い！！」

じゃあ、神様
かみさま

のためにいちばんだいきらいなあ

の人
ひと

を教会
きょうかい

にさそえる人
ひと

！「うっ…」。

ヨナも神様
かみさま

を信
しん

じていたんだ。でもニネベと

いう、罪
つみ

だらけの町
まち

へ神様
かみさま

に行
い

くように言
い

われ

たとき「うっ…」っとなって、とうとうにげだ

しちゃったの。行
い

きたくなかったんだね。

あなたはどうですか？「あなたを愛
あい

している

よ」といつも言
い

ってくれる神様
かみさま

は、あなたのき

らいなあの人
ひと

も愛
あい

し、神様
かみさま

を信
しん

じて変
か

わってほ

しいと思
おも

っているんだよ。にげないでね！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしもヨナと同
おな

じです。ど

うか、にげださない強
つよ

さをください。

8 月 11 日（日）
聖書
せいしょ

ヨナ 1・9

聖句
せ い く

わたしは海
うみ

と陸
りく

とをお造
づく

りになっ

た天
てん

の神
かみ

、主
しゅ

を恐
おそ

れる者
もの

です。

9節
せつ

神様
かみさま

は、神様
かみさま

を信
しん

じる人
ひと

をなんとかして用
もち

い

たいと思
おも

われるお方
かた

です。どんなに「え～そん

なこといやだよ」とか「あ～と～でっ！」と、

なかなか言
い

うことをきこうとしない人
ひと

であって

も、です。

ヨナは神様
かみさま

の言
い

うことをきけなくて神様
かみさま

から

にげてしまったの。でも、神様
かみさま

をまだ知
し

らない人
ひと

の前
まえ

で「まことの神様
かみさま

を信
しん

じています」と言
い

う

しかないできごとにあったよ。そうするしかな

い、というできごとにあわせてでも、神様
かみさま

はヨ

ナを用
もち

いたかったんだ。神様
かみさま

はあなたにも、そ

んなできごとを用
よう

意
い

しておられるでしょうね。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、なんとかわたしを用
もち

いたいと

思
おも

うあなたの思
おも

いを知
し

りました。

8 月 13 日（火）
聖書
せいしょ

ヨナ 1・4～5

聖句
せ い く

時
とき

に、主
しゅ

は大風
おおかぜ

を海
うみ

の上
うえ

に起
おこ

さ

れたので、船
ふね

が破
やぶ

れるほどの激
はげ

しい暴
ぼう

風
ふう

が海
うみ

の上
うえ

にあった。

4節
せつ

神様
かみさま

はヨナがきらいになったの？いじわるす

るためにこんなことを？そう思
おも

った人
ひと

はいる？

いいえ。神様
かみさま

は、「わたしは悪
わる

くない！正
ただ

し

い！」と自分
じ ぶ ん

のかんがえでものごとを決
き

めてし

まうヨナに「ちがうよ！」と気
き

づかせたかった

のです。

あなたがまちがったことや正
ただ

しくないことを

するとき、罪
つみ

をおかすとき、神様
かみさま

はあなたをこ

らしめるかもしれません。それは、あなたが、

あなたの決
き

めた道
みち

を生
い

きるためではなく、神様
かみさま

の用
よう

意
い

された正
ただ

しい道
みち

を生
い

きるためです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、自分
じ ぶ ん

のしていることが本当
ほんとう

に

正
ただ

しいか、あなたが教
おし

えてください。



8 月 14 日（水）
聖書
せいしょ

ヨナ 1・6～10

聖句
せ い く

そして彼
かれ

らが、くじを引
ひ

いたと

ころ、くじはヨナに当
あた

った。7節
せつ

神様
かみさま

のこらしめは、ヨナだけではなく、まわ

りの人
ひと

たちをまきこんでしまいました。船
ふね

が嵐
あらし

にあって大変
たいへん

な中
なか

で、まだまことの神様
かみさま

を知
し

ら

ない人
ひと

たちは偶像
ぐうぞう

の神
かみ

にお祈
いの

りしたり、罪
つみ

人
ひと

を

決
き

めるくじをみんなで引
ひ

いたりしたのです。

でも、神様
かみさま

はふしぎなお方
かた

です。このくじを

ヨナに当
あ

て、ヨナの神様
かみさま

はまことの神様
かみさま

である

こと、ヨナが神様
かみさま

にしたがわないでにげたこと

を、まわりの人
ひと

に知
し

らせたのです。ヨナだけで

なく、そこにいた人
ひと

みんなが、まことの神様
かみさま

が

だれであるかわかり、また神様
かみさま

にしたがう大切
たいせつ

さを知
し

ったでしょうね。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、いつも、どんな中
なか

でも、あな

たがどんなお方
かた

か、わたしだけでなくみん

なに知
し

らせてください。

8 月 16 日（金）
聖書
せいしょ

ヨナ 1・13

聖句
せ い く

しかし人
ひと

々は船
ふね

を陸
りく

にこぎもど

そうとつとめたが、成功
せいこう

しな

かった。 13節
せつ

あなたは、どれくらい神様
かみさま

を信
しん

じています

か？また、どれくらい神様
かみさま

にしたがっています

か？人
ひと

助
だす

けや良
よ

い行
おこな

いなら、神様
かみさま

を信
しん

じている

人
ひと

でなくてもできます。船
ふね

にのっている人
ひと

たち

も、まことの神様
かみさま

を信
しん

じていたわけではありま

せんが、いっしょうけんめい、ヨナを助
たす

けよう

と努力
どりょく

してくれました。ヨナは神様
かみさま

からにげて

みんなにめいわくをかけているのに！

神様
かみさま

を信
しん

じる、という気
き

もちにごまかしはき

きませんね。神様
かみさま

の愛
あい

や赦
ゆる

しをおこないであら

わしてはじめて、神様
かみさま

を信
しん

じている人
にん

間
げん

になれ

るのですね！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ちゃんとおこないで「信
しん

じて

ること」をあらわせますように。

8 月 15 日（木）
聖書
せいしょ

ヨナ 1・11～12

聖句
せ い く

この激
はげ

しい暴
ぼう

風
ふう

があなたがたに

臨
のぞ

んだのは、わたしのせいです。

12節
せつ

ヨナといっしょに船
ふね

にのっていたのは、まこ

との神様
かみさま

を知
し

らない外国
がいこく

の人
ひと

たちでした。あん

なにニネベに行
い

くのをいやがっていたヨナでし

たが、この人
ひと

たちが嵐
あらし

で苦
くる

しんでいるのを見
み

た

とき、一
ひと

つのことがわかったのです。それは、

このことが自分
じ ぶ ん

の罪
つみ

のせいだったということ。

そして、ヨナは、この外国
がいこく

の人
ひと

たちを助
たす

ける

ために、自分
じ ぶ ん

が海
うみ

になげこまれることをえらん

だのでした。命
いのち

がけの決
けっ

心
しん

だね。

神様
かみさま

はこの事件
じ け ん

の中
なか

で、ヨナの罪
つみ

に気
き

づかせ

てくれただけでなく、外国
がいこく

の人
ひと

のために命
いのち

をか

けるということも教
おし

えてくださったのですね。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、いろんなことの中
なか

であなたに

したがうことを教
おし

えてくださり感謝
かんしゃ

します。

8 月 17 日（土）
聖書
せいしょ

ヨナ 1・14～16

聖句
せ い く

そこで人
ひと

々
びと

は大
おお

いに主
しゅ

を恐
おそ

れ、

犠牲
ぎ せ い

を主
しゅ

にささげて、誓願
せいがん

を立
た

てた。 16節
せつ

神様
かみさま

はとってもふしぎなお方
かた

だね！思
おも

いもし

ないようなとき、ところで救
すく

いのご計画
けいかく

をすす

められるんだから。

ヨナがはじめから神様
かみさま

の言
い

うことを聞
き

いて、

ニネベに出
で

かけていたら、この船
ふね

の人
ひと

たちと

出会
で あ

うこともなかったよね。さらにこの外国
がいこく

の

人
ひと

たちが、嵐
あらし

の中
なか

でまことの神様
かみさま

を知
し

り、一
いっ

生
しょう

神様
かみさま

を信
しん

じて従
したが

っていくと誓
ちか

ったことなんて、

だれが想像
そうぞう

できたでしょう。すごいね！

わたしたちに起
お

こるすべてのできごとの中
なか

で、

神様
かみさま

は今日
き ょ う

も生
い

きてはたらいておられますよ。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしがしっぱいをしても、

それをむだにせず、たくさんの人
ひと

の救
すく

いの

ためにはたらいてくださり感謝
かんしゃ

します。



聖
せ い

書
しょ

ヨナ書
しょ

3・1～4・12

テ ー マ 神
かみ

の憐
あわれ

みによる宣教
せんきょう

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

ましてわたしは十二万
じゅうにまん

あまり

の、右左
みぎひだり

をわきまえない人々
ひとびと

…

を、惜
お

しまないでいられようか。

ヨナ 4・11

目
もく

標
ひょう

神
かみ

の憐
あわれ

みを覚
おぼ

え、福音
ふくいん

を伝
つた

え

る者
もの

となる。

8 月 19 日（月）
聖書
せいしょ

ヨナ 3・1～2

聖句
せ い く

時
とき

に主
しゅ

の言葉
こ と ば

は 再
ふたた

びヨナに臨
のぞ

んで言
い

った、 1節
せつ

神様
かみさま

の言
い

うことを聞
き

かないでにげたヨナを、

神様
かみさま

は見
み

すてたでしょうか？ほかの人
ひと

を代
か

わり

に使
つか

うからもうヨナなんていらないと言
い

いまし

たか？いいえ。ヨナを大
おお

きな魚
さかな

のおなかの中
なか

で

守
まも

り、生
い

きて地上
ちじょう

にもどされただけでなく、も

ういちど、あのニネベに行
い

くようにと言
い

ってく

ださったのです！

わたしたちは、神様
かみさま

のためにはたらく力
ちから

も

資格
し か く

もないし、しっぱいばかりでだめだと思
おも

う

かもしれません。でも、人
にん

間
げん

のそんなことは神様
かみさま

には問題
もんだい

じゃないんだね。神様
かみさま

が選
えら

んだ人
ひと

だも

の。ちゃんと神様
かみさま

に心
こころ

を向
む

けて従
したが

えるように

してくださるんだね。神様
かみさま

の選
えら

びはすごい！！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしたちを選
えら

び、見
み

すてな

いで用
もち

いてくださり感謝
かんしゃ

します。

8 月 18 日（日）
聖書
せいしょ

ヨナ 4・11

聖句
せ い く

ましてわたしは十二万
じゅうにまん

あまりの、

右左
みぎひだり

をわきまえない人々
ひとびと

…を、惜
お

しまないでいられようか。

11節
せつ

あなたは、いじわるで、らんぼうで、うそば

かりつくような人
ひと

のことをどう思
おも

いますか？そ

んな子
こ

は地獄
じ ご く

に行
い

っても当
あ

たりまえだと思
おも

う？

でもね、神様
かみさま

はどんなにいじわるで、らんぼ

うで、うそつきで、人
ひと

殺
ごろ

しだってするような人
にん

間
げん

であっても、そんなにかんたんに地獄
じ ご く

に行
い

って

もいいとは思
おも

っていないの。だってこの世界
せ か い

も

人
にん

間
げん

も、全部
ぜ ん ぶ

神様
かみさま

のものだから！どんな人
ひと

にも、

罪
つみ

を悔
く

い改
あらた

め、新
あたら

しく神様
かみさま

の喜
よろこ

ぶ人
じん

生
せい

を生
い

き

なおすチャンスを、用意
よ う い

しているんだよ。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたの愛
あい

と 憐
あわれ

みで、どんな

人
ひと

でも、罪
つみ

を悔
く

い 改
あらた

めて、あなたの 喜
よろこ

ぶ人
じん

生
せい

を生
い

きなおせることを感謝
かんしゃ

します。

8 月 20 日（火）
聖書
せいしょ

ヨナ 3・3～4

聖句
せ い く

そこでヨナは主
しゅ

の言葉
こ と ば

に従
したが

い、

立
た

って、ニネベに行
い

った。3節
せつ

こんどのヨナはにげなかったよ！

きっとニネベの町
まち

に行
い

くのは一人
ひと

じゃこわかっ

たでしょうね。でも、だれよりも何
なに

よりも強
つよ

い

神様
かみさま

がヨナをニネベに行
い

かせるのです。だから

大
だい

丈夫
じょうぶ

！ぜったいに！

ニネベの町
まち

を歩
ある

いてまわるのはとても大
たい

変
へん

な

ことでした。だって、すごく大
おお

きな町
まち

だから。

いろいろ言
い

いたいこともあったかもしれません。

でも、文句
も ん く

は言
い

いません。ただ、神様
かみさま

の命
めい

じる

言葉
こ と ば

だけをそのまま伝
つた

えればいいのです。

わたしたちもそう。神様
かみさま

をそのまま信
しん

じ、神様
かみさま

の言葉
こ と ば

にそのまま従
したが

い、神様
かみさま

の言葉
こ と ば

をそのまま

伝
つた

えればいいのです！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたをそのまま信
しん

じ、従
したが

い、

あなたの言葉
こ と ば

をそのまま伝
つた

えます。



8 月 21 日（水）
聖書
せいしょ

ヨナ 3・5～9

聖句
せ い く

そこでニネベの人々
ひとびと

は神
かみ

を信
しん

じ、

断食
だんじき

をふれ、大
おお

きい者
もの

から小
ちい

さ

い者
もの

まで荒
あら

布
ぬの

を着
き

た。 5節
せつ

ヨナがニネベに神様
かみさま

の言葉
こ と ば

を伝
つた

えたとき、な

んとニネベの人
ひと

たちは、たった一回
いっかい

神様
かみさま

の言葉
こ と ば

を聞
き

いただけで、みんなすぐに神様
かみさま

を信
しん

じ、今
いま

ま

での罪
つみ

と悪
あく

とを神様
かみさま

におわびしたのです！

あなたはどうでしょう？「神様
かみさま

信
しん

じてる！み

言葉
こ と ば

？は～いわかった～OK！」なんて言
い

いなが

ら、じつはぜ～んぜん心
こころ

に神様
かみさま

の言葉
こ と ば

がとどい

ていない、言
い

うこと聞
き

きたくない！一回
いっかい

じゃ従
したが

わない！なんてこと、ありませんか？

神様
かみさま

の言葉
こ と ば

を聞
き

いたなら、本気
ほ ん き

で信
しん

じ、「すぐ

に」従
したが

う。これが、神様
かみさま

の望
のぞ

みです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、何
なん

回
かい

も何
なん

回
かい

も聞
き

いたあと 従
したが

う

のではなく、一回
いっかい

で「すぐに」従
したが

える 心
こころ

を

ください。

8 月 23 日（金）
聖書
せいしょ

ヨナ 4・1～5

聖句
せ い く

あなたの怒
いか

るのは、よいことで

あろうか。 4節
せつ

神様
かみさま

がニネベを滅
ほろ

ぼすのをやめたとき、ヨナ

は怒
いか

りくるって「死
し

んだ方
ほう

がましだ！！」って

言
い

ったみたい。どうして？

ヨナは、ニネベは滅
ほろ

ぼされた方
ほう

がいいって

思
おも

ってたのかもね。神様
かみさま

がそんな簡単
かんたん

に赦
ゆる

すは

ずがないって。それに、せっかく自分
じ ぶ ん

が神様
かみさま

の言
い

われたように働
はたら

いたのに、自分
じ ぶ ん

が伝
つた

えたことと

ちがうことがおきて気
き

にいらなかったのかも。

あなたは神様
かみさま

の心
こころ

をかんちがいしていませ

んか？神様
かみさま

は自分
じ ぶ ん

と同
おな

じ思
おも

いのはずだと思
おも

って

ない？自分
じ ぶ ん

がどう思
おも

うかより、神様
かみさま

がどう思
おも

い、

何
なに

をなされるかを大
たい

切
せつ

にしてくださいね。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしが 考
かんが

えるよりも、あな

たはもっと大
おお

きなお方
かた

です。あなたの思
おも

いや

なされることを大
たい

切
せつ

にします。

8 月 22 日（木）
聖書
せいしょ

ヨナ 3・10

聖句
せ い く

神
かみ

は彼
かれ

らのなすところ、その悪
わる

い道
みち

を離
はな

れたのを見
み

られ、彼
かれ

ら

の上
うえ

に下
くだ

そうと言
い

われた 災
わざわ

い

を思
おも

いかえして、これをおやめ

になった。 10節
せつ

ニネベの人
ひと

たちは、神様
かみさま

に滅
ほろ

ぼされなければ

ならないほど、深
ふか

い罪
つみ

と悪
あく

の中
なか

で生
い

きていまし

た。赦
ゆる

されなくて当
あ

たりまえの人
ひと

たちでしたが、

悔
く

い改
あらた

めたので、神様
かみさま

は、滅
ほろ

ぼすのをやめ、ニ

ネベを赦
ゆる

されたというのです。

わたしたちも、赦
ゆる

されなくて当
あ

たりまえの罪
つみ

人
ひと

。でも、イエス様
さま

を十字架
じ ゅ うじ か

につけられた神様
かみさま

は、

イエス様
さま

を信
しん

じる信
しん

仰
こう

を見
み

て、罪
つみ

を赦
ゆる

し、滅
ほろ

び

ない者
もの

にしてくださるのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

を十字架
じゅうじか

につけるほ

どの愛
あい

と 憐
あわれ

みがわたしにも注
そそ

がれている

ことを感謝
かんしゃ

します。

8 月 24 日（土）
聖書
せいしょ

ヨナ 4・6～9

聖句
せ い く

とうごまのためにあなたの怒
いか

る

のはよくない。 9節
せつ

自分
じ ぶ ん

の大
たい

切
せつ

にしているおもちゃやゲーム、本
ほん

がこわれたとき、きっとあなたはすねたり泣
な

い

たりするよね？でも、あなたのまわりのお友
とも

だ

ちが神様
かみさま

を知
し

らないで地獄
じ ご く

に向
む

かっていること

を、悲
かな

しんだり泣
な

いたりしていますか？

神様
かみさま

はヨナに、とうごまの木
き

を使
つか

って同
おな

じこ

とを教
おし

えたかったんだね。ヨナは自分
じ ぶ ん

の役
やく

に立
た

つとうごまが枯
か

れたとき、すねて「死
し

にたい」っ

て怒
おこ

ったけれど、ニネベの人
ひと

たちは滅
ほろ

びてほし

いって思
おも

っていたでしょう？

本
ほん

当
とう

に大
たい

切
せつ

なのは、いつかなくなる命
いのち

のない

ものじゃなく、神様
かみさま

に救
すく

われなきゃいけないた

くさんの命
いのち

ですね！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、命
いのち

のない物
もの

のためでなく、命
いのち

のあるお友
とも

だちのために悲
かな

しめますように。



聖
せ い

書
しょ

マタイ 3・13～17

テ ー マ 神
かみ

の心
こころ

にかなう者
もの

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

このように、すべての正
ただ

しいこ

とを成就
じょうじゅ

するのは、われわれに

ふさわしいことである。3・15

目
もく

標
ひょう

キリストが残
のこ

された模範
も は ん

に

従
したが

い、従 順
じゅうじゅん

と謙遜
けんそん

をもって

生
い

きる。

8 月 26 日（月）
聖書
せいしょ

マタイ 3・13

聖句
せ い く

イエスはガリラヤを出
で

てヨルダ

ン川
がわ

に現
あらわ

れ、ヨハネのところに

きて、バプテスマを受
う

けようと

された。 13節
せつ

イエス様
さま

は、伝道
でんどう

をはじめる前
まえ

に洗礼
せんれい

をうけ

るため、ヨハネという人
ひと

のところへ行
い

きました。

ヨハネのおしごとは、救
すく

い主
ぬし

がくる前
まえ

に、み

んなが罪
つみ

を悔
く

い改
あらた

めて、神
かみ

様
さま

に心
こころ

を向
む

けるよ

うにすることでした。イエス様
さま

がくるための

じゅんびだね。ユダヤ人
ひと

の中には「洗礼
せんれい

なんか受
う

けなくても救
すく

われる」とばかにする人
ひと

もいたの。

でも本当
ほんとう

はちがうね。イエス様
さま

は、それがど

んなに大切
たいせつ

な神
かみ

様
さま

からのおしごとか教
おし

えようと

していてくれますね。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、洗礼
せんれい

がとてもたいせつなもの

だということを教
おし

えてくださるイエス様
さま

に

感謝
かんしゃ

します。

8 月 25 日（日）
聖書
せいしょ

マタイ 3・15

聖句
せ い く

このように、すべての正
ただ

しいことを

成就
じょうじゅ

するのは、われわれにふさわ

しいことである。 15節
せつ

イエス様
さま

はわたしたちのお手本
て ほ ん

先
せん

生
せい

なんだよ。

神
かみ

様
さま

がどんなことをわたしたちにしなさいと

言
い

っているか、どんなことをすれば喜
よろこ

ばれるか

を、イエス様
さま

がみんなにわかるようにしてくれ

たんだ。

あなたは洗礼
せんれい

のことを考
かんが

えたことはありま

すか？神
かみ

様
さま

信
しん

じてるから、まだいいやなんて

思
おも

ってませんか？イエス様
さま

には罪
つみ

はなかったけ

れど「罪
つみ

を悔
く

い改
あらた

めたしるしに洗礼
せんれい

を受
う

ける」

というお手本
て ほ ん

になってくださいましたよ。

あなたもイエス様
さま

のお手本
て ほ ん

にしたがって、神
かみ

様
さま

の喜
よろこ

ばれる子
こ

どもになってくださいね。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

のお手本
て ほ ん

にわたしも

ならっていけますように。

8 月 27 日（火）
聖書
せいしょ

マタイ 3・14

聖句
せ い く

わたしこそあなたからバプテス

マを受
う

けるはずですのに、あな

たがわたしのところにおいでに

なるのですか。 14節
せつ

人々
ひとびと

はヨハネのことを「この人
ひと

が救
すく

い主
ぬし

か

も」って思
おも

っていたかな。でも、ヨハネは自分
じ ぶ ん

が

救
すく

い主
ぬし

じゃないこと、イエス様
さま

こそ救
すく

い主
ぬし

で、

すべての人
ひと

がイエス様
さま

によって救
すく

われないとい

けない、ということを知
し

っていました。

どんな人
ひと

も、まわりの人
ひと

からそんけいされた

り大切
たいせつ

にされたいでしょう。でも、あなたがほ

められるとき、イエス様
さま

がそんけいされ、大切
たいせつ

に

されるのをじゃましているかもしれません。

あなたのことばと行
おこな

いで、イエス様
さま

がほめら

れ、そんけいされ、大切
たいせつ

にされますように！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

がそんけいされるの

をじゃますることがありませんように。



8 月 28 日（水）
聖書
せいしょ

マタイ 3・15

聖句
せ い く

このように、すべての正
ただ

しいことを

成就
じょうじゅ

するのは、われわれにふさわ

しいことである。 15節
せつ

罪
つみ

のないイエス様
さま

が洗礼
せんれい

をうけるとき、どん

な気
き

もちだったか考
かんが

えたことありますか？

イエス様
さま

の人
じん

生
せい

の中
なか

でいちばん大
おお

きなおしご

と、それはすべての人
ひと

の罪
つみ

を背負
せ お

って、みんな

の代
か

わりに十字架
じ ゅ うじ か

につくことだったね。だから、

悪魔
あ く ま

とのたたかいに勝
か

てる聖霊
せいれい

の 力
ちから

をもらっ

て、罪
つみ

のあるわたしたちの先頭
せんとう

に立
た

っていこ

う！って決心
こころ

して、洗礼
せんれい

を受
う

けられたんだね。

力
ちから

強
づよ

いイエス様
さま

が、わたしたち罪
つみ

ある人
にん

間
げん

の

先頭
せんとう

に立
た

って、いっしょに歩
ある

いていってくださ

るから、わたしたちもしたがっていけるね！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

の決
けっ

心
しん

をありがとう

ございます。わたしもイエス様
さま

にしたがっ

て洗礼
せんれい

を受
う

けたいです。

8 月 30 日（金）
聖書
せいしょ

マタイ 3・17

聖句
せ い く

これはわたしの愛
あい

する子
こ

、わた

しの心
こころ

にかなう者
もの

である。

17節
せつ

「なにもそこまで…」と思
おも

うくらい、イエス様
さま

は低
ひく

く、すなおな心
こころ

で、よろこんで十字架
じ ゅ うじ か

に向
む

かう道
みち

を歩
あゆ

まれたね。だからこそ、すべての人
ひと

が

罪
つみ

から救
すく

われる、という道
みち

が開
ひら

かれたんだ。

「これはわたしの愛
あい

する子
こ

」という神
かみ

様
さま

の声
こえ

は

イエス様
さま

だけへの親
おや

子
こ

のしるし。わたしたち罪
つみ

ある人
にん

間
げん

へのものではなかったんだ。

だけど、今
いま

はだれでもイエス様
さま

の十字架
じ ゅ うじ か

の救
すく

いを信
しん

じたときから、神
かみ

様
さま

の子
こ

どもになって「あ

なたはわたしの愛
あい

する子
こ

」と、神
かみ

様
さま

に呼
よ

ばれる

んだよ。イエス様
さま

、ありがとう！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

の救
すく

いで、わたした

ちもあなたの子
こ

どもにしてくださることを

ありがとうございます。

8 月 29 日（木）
聖書
せいしょ

マタイ 3・16

聖句
せ い く

見
み

よ、天
てん

が開
ひら

け、神
かみ

の御霊
み た ま

がは

とのように自分
じ ぶ ん

の上
うえ

に下
くだ

ってく

るのを、ごらんになった。16節
せつ

イエス様
さま

に神
かみ

様
さま

の霊
れい

が注
そそ

がれるのを、見
み

なさ

い！って言
い

ってるね。まわりの人
ひと

たちも見
み

たか

なあ？

バプテスマのヨハネができるのは「罪
つみ

の悔
く

い

改
あらた

めのしるし」の、水
みず

のバプテスマだったね。

でも、イエス様
さま

はね、神
かみ

様
さま

の霊
れい

をもっている

お方
かた

。あなたに本当
ほんとう

のバプテスマをさずけるこ

とができるたった一人
ひと

のお方
かた

です。あなたの罪
つみ

を滅
ほろ

ぼしつくし、あなたを新
あたら

しく生
う

まれ変
か

わら

せ、心
こころ

の中
なか

に住
す

むことができるお方
かた

なのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、本当
ほんとう

のバプテスマをさずけて

くださるのはイエス様
さま

ただ一
ひと

人
り

だと信
しん

じます。

8 月 31 日（土）
聖書
せいしょ

ヨハネ 13・15

聖句
せ い く

わたしがあなたがたにしたとお

りに、あなたがたもするように、

わたしは手本
て ほ ん

を示
しめ

したのだ。

15節
せつ

何
なに

か良
よ

いことをすると「エッヘン！どう？わ

たしを見
み

て！ほめて！」ってなるのが人
にん

間
げん

。で

も、神
かみ

様
さま

のひとり子
こ

イエス様
さま

は、ほめられて当
あ

た

りまえなのに、どれいのようになって、うらぎ

られても、苦
くる

しめられても、みんなを愛
あい

し、ゆ

るし、命
いのち

をささげてくださったよ。

わたしたちが、イエス様
さま

みたいにすることは

むずかしいけれど「イエス様
さま

ならこんなときど

うするかなあ」っていつも思
おも

い出
だ

せたら、少
すこ

し

ずつ、イエス様
さま

のくれた愛
あい

をだれかに分
わ

けてあ

げられるね。自分
じ ぶ ん

がほめられなくてもね。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、いつもイエス様
さま

の愛
あい

を思
おも

いだ

して、愛
あい

の 行
おこな

いをできますように。



ラリーデー

聖
せ い

書
しょ

マタイ 4・1～11

テ ー マ 退
しりぞ

けるべき誘惑
ゆうわく

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

サタンよ、退
しりぞ

け。「主
しゅ

なるあ

なたの神
かみ

を拝
はい

し、ただ神
かみ

にの

み仕
つか

えよ」と書
か

いてある。

マタイ 4・10

目
もく

標
ひょう

悪魔
あ く ま

からの様々
さまざま

は誘惑
ゆうわく

を御言
み こ と

葉
ば

によって 退
しりぞ

ける。

9 月 2 日（月）
聖書
せいしょ

マタイ 4・1～2

聖句
せ い く

そして、四十日
よんじゅうにち

四十夜
よんじゅうや

、断食
だんじき

をし、

そののち空腹
くうふく

になられた。 2節
せつ

「断食
だんじき

」ってしたことありますか？ お医者
い し ゃ

さ

んで検査
け ん さ

してもらう前
まえ

とかに朝
あさ

ごはんを食
た

べな

いとか、朝
あさ

と昼
ひる

の食事
しょくじ

をしないということです。

えーっ! 一回
いっかい

でもごはん食
た

べないと腹
はら

ペコに

なってしまうよーと思
おも

うでしょう。イエス様
さま

は

四十日
よんじゅうにち

四十夜
よんじゅうや

、何
なに

も食
た

べなかったのです! そん

なに長
なが

く食
た

べないと、もうお腹
なか

はペッコペッコ

でしょう。わたしたちだったら絶対
ぜったい

がまんでき

ないでしょうね。イエス様
さま

は「人
ひと

」としてそこ

まで空腹
くうふく

を経験
けいけん

してくださいました。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしたちが味
あじ

わう一
ひと

つ一
ひと

つ

のことはイエス様
さま

も味
あじ

わってくださったこ

とを知
し

って、感謝
かんしゃ

です。

9 月 1 日（日）
聖書
せいしょ

マタイ 4・1～11

聖句
せ い く

サタンよ、退
しりぞ

け。「主
しゅ

なるあなたの

神
かみ

を拝
はい

し、ただ神
かみ

にのみ仕
つか

えよ」と

書
か

いてある。 10節
せつ

さぁ! きょうはラリー・ディです。振起
し ん き

日
び

と

も言
い

います。熱
あつ

い夏
なつ

の間
あいだ

、だれていた心
こころ

と身体
か ら だ

をひきしめて、振
ふる

い起
た

つ日
ひ

です。いろんな誘惑
ゆうわく

を

「ノー!」と言
い

ってハネ返
かえ

したり、サッと逃
に

げた

りして負
ま

けないようにします。ヘェーツ、イエ

ス様
さま

も誘惑
ゆうわく

されたんだーと思
おも

いますか。そうで

す。誘惑
ゆうわく

されるってどういうことかよくわかっ

てくださるため、またわたしたちがどうしたら

誘惑
ゆうわく

に勝
か

てるかの見本
み ほ ん

としてね。それは、「御言
み こ と

葉
ば

」によっての勝利
しょうり

でした!

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

はみ言葉
こ と ば

を 心
こころ

にたく

わえ、一
ひと

つ一
ひと

つのサタンからの誘惑
ゆうわく

をみ言
こと

葉
ば

で 退
しりぞ

けられたのを知
し

りました。

9 月 3 日（火）
聖書
せいしょ

マタイ 4・3～4

聖句
せ い く

「人
ひと

はパンだけで生
い

きるものでは

なく、神
かみ

の口
くち

から出
で

る一
ひと

つ一
ひと

つの

言
ことば

で生
い

きるものである」と書
か

いて

ある。 4節
せつ

そこに「試
こころ

みる者
もの

」、すなわち、サタンとか

悪魔
あ く ま

とか呼
よ

ばれる者
もの

がやってきて言
い

いました。

「もしあなたが神
かみ

の子
こ

であるなら、これらの石
いし

がパンになるように命
めい

じてごらんなさい」と。

その瞬間
しゅんかん

、わたしたちだったら、すべての石
いし

が

いろんなパンに見
み

えるかも! でもイエス様
さま

は、

旧
きゅう

約
やく

聖書
せいしょ

の申
しん

命記
め い き

を愛
あい

されて、よーく読
よ

んでお

られて、その中
なか

のみ言葉
こ と ば

を言
い

われました。今日
き ょ う

の

み言葉
こ と ば

です。ペコペコのお腹
なか

だったのに! み

言葉
こ と ば

でサタンを退
しりぞ

けたのでした。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも誘惑
ゆうわく

される時
とき

、イエ

ス様
さま

のようにみ言葉
こ と ば

で 退
しりぞ

けられるよう

に、しっかり聖書
せいしょ

を読
よ

みます。



9 月 4 日（水）
聖書
せいしょ

マタイ 4・5～7

聖句
せ い く

「主
しゅ

なるあなたの神
かみ

を試
こころ

みてはな

らない」とまた書
か

いてある。 7節
せつ

聖書
せいしょ

はどの書
しょ

もすばらしいですが、イエス様
さま

は特
とく

に、申
しん

命記
め い き

と詩篇
し へ ん

を愛
あい

されました。新約
しんやく

聖書
せいしょ

はまだなかったのです。あなたの大好
だ い す

きな所
ところ

は

どこですか? み言葉
こ と ば

をたくさん心
こころ

にしまってあ

りますか?ここでは、なんとサタンも詩篇
し へ ん

のみ言
こと

葉
ば

をもって誘惑
ゆうわく

してきたのです! 宮
みや

の頂 上
ちょうじょう

か

ら下
した

へ飛
と

びおりてごらんなさい。神
かみ

の子
こ

である

なら、御使
み つ か

いたちが守
まも

り支
ささ

えると書
か

いてありま

すと。でもイエス様
さま

はまた、きょうのみ言葉
こ と ば

を言
い

われて、サタンを退
しりぞ

けたのでした。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、サタンは得意
と く い

になるように

誘
さそ

ってきます。あなたを畏
おそ

れてイエス様
さま

の

ように勝
か

たせてください。

9 月 6 日（金）
聖書
せいしょ

マタイ 4・11

聖句
せ い く

そこで、悪魔
あ く ま

はイエスを離
はな

れ去
さ

り、

そして、御使
みつかい

たちがみもとにきて

仕
つか

えた。 11節
せつ

「悪魔
あ く ま

はあらゆる試
こころ

みをしつくして、一時
い ち じ

イ

エスを離
はな

れた」と、ルカ 4・13 には書
か

かれてい

ます。イエス様
さま

にこてんぱんに退
しりぞ

けられた悪魔
あ く ま

は、もう二度
に ど

とイエス様
さま

を誘惑
ゆうわく

しに来
こ

なかった

のではありません! 「一時
い ち じ

イエスを離
はな

れた」だ

けで、そのあとも、十字架
じ ゅ うじ か

までも、やってきて、

神
かみ

様
さま

のご計画
けいかく

をこわそうとしたのです。ご用心
ようじん

!

でもこの時
とき

、勝利
しょうり

したイエス様
さま

のみもとには、御
み

使
つか

いたちがきてイエス様
さま

にお仕
つか

えになったので

した。麗
うるわ

しいね。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、勝
か

つ者
もの

に御使
み つ か

いをつかわして

くださり感謝
かんしゃ

です。それと共
とも

にサタンの

誘惑
ゆうわく

にも注意
ちゅうい

して進
すす

みます。

9 月 5 日（木）
聖書
せいしょ

マタイ 4・8～10

聖句
せ い く

サタンよ、退
しりぞ

け。「主
しゅ

なるあなたの

神
かみ

を拝
はい

し、ただ神
かみ

にのみ仕
つか

えよ」

と書
か

いてある」。 10節
せつ

サタンの誘惑
ゆうわく

はしつこいですよ。またまたイ

エス様
さま

を今度
こ ん ど

は高
たか

い山
やま

の頂 上
ちょうじょう

に連
つ

れて行
い

って

言
い

いました。「もし、あなたがひれ伏
ふ

してわたし

を拝
おが

むなら目
め

の下
した

に広
ひろ

がる国々
くにぐに

と栄華
え い が

、すべて

をあげよう」と。人
ひと

はみんな欲深
よくぶか

くて、この世
よ

の

富
とみ

や権力
けんりょく

に弱
よわ

くて、ほしがるものです。でもイ

エス様
さま

はまた、申
しん

命記
め い き

のみ言葉
こ と ば

を、サタンに浴
あ

び

せかけたのでした。ひれ伏
ふ

し拝
おが

むべきお方
かた

は、

そして、仕
つか

えるべきお方
かた

は主
しゅ

なる神
かみ

おひとりだ

けだ、「サタンよ、退
しりぞ

け」と。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、三度
さ ん ど

ともみ言葉
こ と ば

でサタンを 退
しりぞ

けたイエス様
さま

はさすがです。しつこい誘惑
ゆうわく

にもそうして勝
か

ちます。

9 月 7 日（土）
聖書
せいしょ

ヤコブ 1・12～16

聖句
せ い く

だれでも誘惑
ゆうわく

に会
あ

う場合
ば あ い

、「この誘
ゆう

惑
わく

は、神
かみ

からきたものだ」と言
い

って

はならない。 13節
せつ

何
なに

か失敗
しっぱい

したり、ついつい罪
つみ

を犯
おか

してしまっ

たりする時
とき

、「あ、サタンにそそのかされちゃっ

て」と、何
なん

でも、サタンのせいにする人
ひと

もあり

ます。また、「この誘惑
ゆうわく

は、神
かみ

からきたものだ」

と言
い

う人
ひと

もいます。ヤコブさんは、「そうではあ

りませんよ、あなたが、欲
よく

に引
ひ

かれてさそわれ

てしまうからですよ」と書
か

いています。「欲
よく

がは

らんで罪
つみ

を生
う

み、罪
つみ

が熟
じゅく

して死
し

を生
う

み出
だ

す」(ヤ

コブ 1・15)とあります。誘惑
ゆうわく

になびく欲
よく

を神様
かみさま

に

取
と

り去
さ

ってもらいましょう。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたはわたしに必要
ひつよう

なすべ

てを与
あた

えていてくださいます。満足
まんぞく

してあ

なたにお仕
つか

えしていきます。



聖
せ い

書
しょ

ヨハネ 3・1～15

テ ー マ 新生
しんせい

への招
まね

き

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

だれでも新
あたら

しく生
うま

れなけれ

ば、神
かみ

の国
くに

を見
み

ることはでき

ない。 ヨハネ 3・3

目
もく

標
ひょう

新生
しんせい

の必要
ひつよう

を知
し

り、キリスト

を信
しん

じて新生
しんせい

の恵
めぐ

みをいた

だく。

9 月 9 日（月）
聖書
せいしょ

ヨハネ 3・1～2

聖句
せ い く

パリサイ人
びと

のひとりで、その名
な

をニ

コデモというユダヤ人
じん

の指導者
し ど うし ゃ

が

あった。 1節
せつ

昼間
ひ る ま

、ニコデモさんを見
み

る人
ひと

たちには、「ああ、

何
なん

て立派
り っ ぱ

なお人
ひと

だろう。ああいう人
ひと

になりたい

ものだ」と、みんなから思
おも

われたり、言
い

われた

りしていたでしょう。そのニコデモさんが、夜
よる

、

イエス様
さま

をたずねてきました。ニコデモさんは

律法
りっぽう

もよく知
し

っていたし、物事
ものごと

もよくわかる

リーダーでしたが、イエス様
さま

の内
うち

にある、自分
じ ぶ ん

に

ないものに気
き

づいたのでしょう。神様
かみさま

が共
とも

にお

られる不思議
ふ し ぎ

な力
ちから

を感
かん

じたのでしょう。イエス

様
さま

のもとに来
く

るのは一番
いちばん

良
よ

いことです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、立派
り っ ぱ

と思
おも

える人でも一番
いちばん

大切
たいせつ

な神
かみ

の国
くに

の 命
いのち

が必要
ひつよう

です。イエス様
さま

を求
もと

め

る人々
ひとびと

が起
お

こされますように。

9 月 8 日（日）
聖書
せいしょ

ヨハネ 3・1～15

聖句
せ い く

だれでも、新
あたら

しく生
うま

れなければ、神
かみ

の国
くに

を見
み

ることはできない。 3節
せつ

「赤
あか

ちゃんが生
うま

れました！」とてもうれしい

ニュースです。お母
かあ

さん、ご苦労様
く ろ うさ ま

ですね。そ

して、「不思議
ふ し ぎ

だなァ、素
す

晴
ばら

らしいなァ、新
あたら

し

い命
いのち

の誕生
たんじょう

」と思
おも

います。きょうのイエス様
さま

の

み言葉
こ と ば

はもっと不思議
ふ し ぎ

で、もっと素晴
す ば

らしいで

すよ。どんなにかわいい赤
あか

ちゃんも、教
おし

えなく

ても罪
つみ

を犯
おか

す子
こ

どもになります。でもイエス様
さま

を信
しん

じて新
あたら

しく生
うまれ

れると、心
こころ

に清
きよ

い命
いのち

が与
あた

え

られて、罪
つみ

を犯
おか

さない人
ひと

になります。さらに、

何歳
なんさい

の人
ひと

でも、新
あたら

しく生
うま

れることができるので

すから！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたの支配
し は い

される清
きよ

い神
かみ

の

国
くに

の 命
いのち

をいただくために、罪
つみ

を悔
く

い 改
あらた

め

てイエス様
さま

を信
しん

じたいです。

9 月 10 日（火）
聖書
せいしょ

ヨハネ 3・9

聖句
せ い く

あなたがたは 新
あたら

しく生
うま

れなけれ

ばならないと、わたしが言
い

ったか

らとて、不思議
ふ し ぎ

に思
おも

うには及
およ

ばな

い。 7節
せつ

「だれでも新
あたら

しく生
うま

れなければ」とか、「あ

なたがたは新
あたら

しく生
うま

れなければならない」と聞
き

くと、「エッ？人
ひと

がわたしのように年
とし

を取
と

って、

また生
うま

れることがどうしてできますか？ もう

一
いち

度
ど

、お母
かあ

さんのお腹
なか

にはいって生
う

れることな

どできないでしょう」とニコデモさんが言
い

いま

したが、私
わたし

たちだってそう思
おも

ってしまいますよ

ね。「それはちょうど風
かぜ

のようです。どこから来
き

てどこへ行
い

くかわかりませんが、霊
れい

から生
うま

れる

人
ひと

もそうなのです」と言
い

われても……。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ニコデモさんのようにわたし

も 全
まった

く同
おな

じで、「どういうこと？」と

さっぱりわかりません。よく教
おし

えてくだ

さい。



9 月 11 日（水）
聖書
せいしょ

ヨハネ 3・10～15

聖句
せ い く

ちょうどモーセが荒野
あ ら の

でへびを上
あ

げたように、人
ひと

の子
こ

もまた上
あ

げられ

なければならない。 14節
せつ

首
くび

をひねっているニコデモさんに、イエス様
さま

は、モーセと荒野
あ ら の

の蛇
へび

のことを話
はな

されました。

旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

にくわしいニコデモさんは、「あ

あ！」ってわかってきたのです。荒野
あ ら の

でつぶや

いて、火
ひ

の蛇
へび

にかまれて、毒
どく

が回
まわ

って死
し

にそう

な人々
ひとびと

が、モーセがあげた青銅
せいどう

の蛇
へび

を仰
あお

いで見
み

て、生
い

きた！という話
はなし

でした。「そうか、イエ

ス様
さま

はあの青銅
せいどう

の蛇
へび

のように十字架
じ ゅ うじ か

にあげられ

るのか。そのイエス様
さま

を仰
あお

いで新
あたら

しく生
うま

れ変
か

わ

れるのだ」とね。ニコデモは新
あたら

しく生
うま

れたので

す（ヨハネ 19・39）。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わからないわたしたちにもわ

かるように、霊
れい

の大切
たいせつ

なことを教
おし

えてくだ

さることをありがとうございます。

9 月 13 日（金）
聖書
せいしょ

民数記
み ん すう き

21・7～9

聖句
せ い く

すべてへびにかまれた者
もの

はその青
せい

銅
どう

のへびを仰
あお

いで見
み

て生
い

きた。9節
せつ

まっ青
さお

になって、民
たみ

はあわててモーセのところ

に行
い

って叫
さけ

びました。「モーセさん、そして神様
かみさま

、

つぶやいて罪
つみ

を犯
おか

してごめんなさい。モーセさ

ん、どうぞ神様
かみさま

がへびをわたしたちから取
と

り去
さら

られるよう祈
いの

ってください」。神様
かみさま

はモーセに、

「青銅
せいどう

のへびを造
つく

って、さおの上
うえ

にかけるよう

に、それを見
み

て生
い

きるように」と言
い

われました。

モーセがさおの上
うえ

に掛
か

けたその青銅
せいどう

のへびを、

仰
あお

いで見
み

た者
もの

は生
い

きたのです。十字架
じ ゅ うじ か

のイエス

様
さま

を仰
あお

いで新
あたら

しく生
うま

れるのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのみ言葉
こ と ば

のとおり、十
じゅう

字架
じ か

を仰
あお

ぐと、霊
れい

の 働
はたら

きで不思議
ふ し ぎ

に 新
あたら

し

く生
うま

れることができること、感謝
かんしゃ

です。

9 月 12 日（木）
聖書
せいしょ

民数記
み ん すう き

21・4～6

聖句
せ い く

へびは民
たみ

をかんだので、イスラエル

の民
たみ

のうち、多
おお

くのものが死
し

んだ。

6節
せつ

しんどくなったり、だるくなると、イスラエ

ルの民
たみ

はいつも神様
かみさま

とリーダーのモーセに、ぶ

つぶつ文句
も ん く

や不平
ふ へ い

をならべたてました。あなた

は大丈夫
だいじょうぶ

ですか？ せっかく与
あた

えられている天
てん

からのマナにも、「もうあきあきしました」って。

全
まった

く、あきれてしまいます。神様
かみさま

は仕方
し か た

なく、

火
ひ

のへびを民
たみ

のうちに送
おく

られました。おお、恐
おそ

ろ

しい！そのへびは民
たみ

を次々
つぎつぎ

にかんで、多
おお

くの民
たみ

がバタバタ死
し

んだのです。これは今
いま

も罪
つみ

をもっ

て 魂
たましい

が死
し

んでいる人々
ひとびと

をさしているのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、生
うま

れつきのままの人
ひと

の姿
すがた

が

よくわかります。だれもみな、新
あたら

しく生
うま

れなければならないのですね。

9 月 14 日（土）
聖書
せいしょ

Ⅱコリント 5・17

聖句
せ い く

だれでもキリストにあるならば、そ

の人
ひと

は新
あたら

しく造
つく

られた者
もの

である。

古
ふる

いものは過
す

ぎ去
さ

った、見
み

よ、すべ

てが新
あたら

しくなったのである。17節
せつ

「だれでも」です。どんな人
ひと

でもです。お年
とし

寄
よ

りも、壮年
そうねん

も婦人
ふ じ ん

も、若
わか

い人
ひと

も子
こ

どもも、貧
まず

し

い人
ひと

も富
と

む人
ひと

も、どこの国
くに

の人
ひと

であっても、博士
は か せ

も普通
ふ つ う

の人
ひと

も、大罪
たいざい

を犯
おか

した人
ひと

でも、まじめと見
み

える人
ひと

でも、キリストにあるならば、その人
ひと

は

「新
あたら

しく造
つく

られた者
もの

」なのです。つまり、キリ

ストの十字架
じ ゅ うじ か

の前
まえ

に罪
つみ

をおわびし、身代
み が

わりの

十字架
じ ゅ うじ か

を信
しん

じるならば、です。新
あたら

しく清
きよ

い命
いのち

に

生
うま

れ変
か

わった者
もの

なのです。すべてが新
あたら

しくなり

ました！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたの 新
あたら

しい 命
いのち

をいただ

くことこそ、すべての人
ひと

にとって一番
いちばん

の 幸
しあわ

せであることを信
しん

じます。



聖
せ い

書
しょ

ヨハネ 4・4～26

テ ー マ 生
い

ける水
みず

への招
まね

き

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

わたしが与
あた

える水
みず

を飲
の

む者
もの

は、

いつまでも、かわくことがない。

ヨハネ 4・14

目
もく

標
ひょう

罪
つみ

を悔
く

い改
あら

め、キリストを信
しん

じ

て、喜
よろこ

びに満
み

ちた生涯
しょうがい

を送
おく

る。

9 月 16 日（月）
聖書
せいしょ

ヨハネ 4・15～19

聖句
せ い く

イエスは女
おんな

に言
い

われた、「あなた

の夫
おっと

を呼
よ

びに行
い

って、ここに連
つ

れ

てきなさい」。 16節
せつ

女
おんな

の人
ひと

はすぐに、「その水
みず

をわたしに下
くだ

さ

い」とイエス様
さま

に言
い

いました。あなたがそこに

いたら、やっぱり同
おな

じことを言
い

ったでしょうね。

するとイエス様
さま

は、女
おんな

の人
ひと

が隠
かく

しておきたい、

言
い

いたくないと思
おも

っている夫
おっと

のことを、ズバリ

言
い

われたのです。女
おんな

の人
ひと

はビックリしたでしょ

う。あなたにも隠
かく

しておきたい心
こころ

の秘密
ひ み つ

があり

ますか？イエス様
さま

は全部
ぜ ん ぶ

知
し

っていてくださって、

女
おんな

の人
ひと

の心
こころ

やあなたの心
こころ

を開
ひら

いて、わき出
で

る

泉
いずみ

を与
あた

えたいと思
おも

っておられるのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、かわくことのない水
みず

を飲
の

む前
まえ

に、心
こころ

を開
ひら

いて、きれいにしていただかな

ければならないと知
し

りました。

9 月 15 日（日）
聖書
せいしょ

ヨハネ 4・1～19

聖句
せ い く

わたしが与
あた

える水
みず

を飲
の

む者
もの

は、いつ

までも、かわくことがない。14節
せつ

「今年
こ と し

の夏
なつ

はどうでしたか？」「やっぱり暑
あつ

かったよ。飲
の

んでも飲
の

んでものどが渇
かわ

いたよね」。

ここで女
おんな

の人
ひと

が昼
ひる

の暑
あつ

い時
とき

に井戸
い ど

からくんだ

水
みず

も、「この水
みず

を飲
の

む者
もの

はだれでも、またかわく

であろう」と言
い

われた水
みず

でした。ところが！「い

つまでも、かわくことがない！」「そんな水
みず

が

あるなら絶対
ぜったい

、飲
の

みたい！」と、この女
おんな

の人
ひと

ば

かりでなく、私
わたし

たちだって思
おも

います。それは、

イエス様
さま

が与
あた

えてくださる水
みず

なのですね。その

水
みず

について今週
こんしゅう

考
かんが

えてみましょう。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

がくださる渇
かわ

くこと

のない水
みず

を知
し

って、しっかり飲
の

んで 潤
うるお

され

るようにしてください。

9 月 17 日（火）
聖書
せいしょ

ヨハネ 4・13～14

聖句
せ い く

わたしが与
あた

える水
みず

は、その人
ひと

のう

ちで泉
いずみ

となり、永遠
えいえん

の命
いのち

に至
いた

る

水
みず

が、わきあがるであろう。

14節
せつ

イエス様
さま

の十字架
じ ゅ うじ か

から流
なが

れてくる、罪
つみ

のゆる

しの水
みず

なのだとわかりますね。この夏
なつ

、キャン

プで、イエス様
さま

の十字架
じ ゅ うじ か

が、この私
わたし

の罪
つみ

のため

だったのだとはっきりとわかって、罪
つみ

をおわび

し、イエス様
さま

の身代
み が

わりの十字架
じ ゅ うじ か

を信
しん

じて救
すく

わ

れたお友
とも

だちも、きっといると思
おも

います。あな

たはどうですか？ 罪
つみ

がゆるされる喜
よろこ

び！ そ

れだけではありません。永遠
えいえん

の命
いのち

、きよい神様
かみさま

の命
いのち

、罪
つみ

に勝
か

つ命
いのち

、たとい死
し

んでも必
かなら

ずよみ

がえる命
いのち

が与
あた

えられたのですから、ハレルヤで

す。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

が与
あた

えてくださる罪
つみ

のゆるしの水
みず

をありがとうございます。

喜
よろこ

びが 心
こころ

にあふれます。



9 月 18 日（水）
聖書
せいしょ

ヨハネ 4・23～26

聖句
せ い く

イエスは女
おんな

に言
い

われた、「あなた

と話
はなし

をしているこのわたしが、そ

れである」。 26節

「キリストと呼
よ

ばれるメシヤがこられたら、

いっさいのことを知
し

らせて下
くだ

さるでしょう」と、

女
おんな

の人
ひと

が言
い

ったとき、「このわたしがメシヤだ

よ」とイエス様
さま

は女
おんな

の人
ひと

に答
こた

えました。イエス

様
さま

とお会
あ

いするなんて、何
なん

という喜
よろこ

び！ イエ

ス様
さま

とお話
はな

しできるなんて、何
なん

という喜
よろこ

び！

私
わたし

たちにも同
おな

じ喜
よろこ

びが与
あた

えられるのです。ま

ずは、週
しゅう

の初
はじ

めの日曜日
に ち よう び

の礼拝
れいはい

で、教会
きょうかい

学校
がっこう

の

礼拝
れいはい

で、み言葉
こ と ば

を聞
き

くとき、心
こころ

に覚
おぼ

えるとき、

「あぁ､イエス様
さま

！」って、お会
あ

いできるのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

が 私
わたし

に話
はな

そうと待
ま

っ

ていてくださる礼拝
れいはい

に毎 週
まいしゅう

励
はげ

んで、しっか

りお会
あ

いできますように。

9 月 20 日（金）
聖書
せいしょ

ヨハネ 15・7～11

聖句
せ い く

わたしの愛
あい

のうちにいなさい。

9節
せつ

〈大海
おおうみ

のように広
ひろ

い主
しゅ

の愛
あい

、山
やま

より高
たか

い主
しゅ

の愛
あい

は、私
わたし

のような者
もの

を愛
あい

して神
かみ

の子
こ

にしてくださ

います〉（ホーリネス・子
こ

どもさんびか 53 番）

というさんびを歌
うた

ったことがありますか？ イ

エス様
さま

の愛
あい

について、ひとり静
しず

かに考
かんが

えてみる

ことは、とてもいいことです。父
ちち

なる神様
かみさま

が子
こ

な

るイエス様
さま

を愛
あい

されたように、イエス様
さま

も私
わたし

た

ちを愛
あい

してくださっているというのです。その

イエス様
さま

の愛
あい

のうちにいつもいると、イエス様
さま

の喜
よろこ

びがまた私
わたし

たちのうちにも宿
やど

り、しかも

満
み

ちあふれてくるのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

を信
しん

じる 喜
よろこ

びはまさ

に大海
おおうみ

のようです。どんなことがあっても尽
つ

きてしまうことはありません。

9 月 19 日（木）
聖書
せいしょ

ヨハネ 4・27～30

聖句
せ い く

わたしのしたことを何
なに

もかも、言
い

い

あてた人
ひと

がいます。さあ、見
み

にきて

ごらんなさい。 29 節
せつ

この女
おんな

の人
ひと

の心
こころ

の中
なか

に、イエス様
さま

からの水
みず

が注
そそ

ぎこまれて、ほんとうに、泉
いずみ

がわきました。

自分
じ ぶ ん

のことをみんな知
し

っていてもらえるという

喜
よろこ

びの泉
いずみ

です。何
なん

でもわかってもらえて、そ

してゆるしてもらっている安心
あんしん

と 喜
よろこ

びと感謝
かんしゃ

の泉
いずみ

です。泉
いずみ

を見
み

たことありますか？ こんこ

んとわき出
で

ていて、どんなにふさごうとしても

だめです。どんどん押
お

し流
なが

し、わき出
で

ます。女
おんな

の人
ひと

の心
こころ

の中
なか

から、イエス様
さま

を伝
つた

える喜
よろこ

びの

泉
いずみ

がわきあがり、あふれて出
で

てきました。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

ご自身
じ し ん

こそが、信
しん

じ

る 私
わたし

たちの 心
こころ

の 泉
いずみ

なのだとわかります。

伝
つた

えないではいられません。

9 月 21 日（土）
聖書
せいしょ

ヨハネ 16・22～24

聖句
せ い く

求
もと

めなさい、そうすれば、与
あた

えられ

るであろう。そして、あなたがたの

喜
よろこ

びが満
み

ちあふれるであろう。24節
せつ

「ねぇ、お父
とう

さん」、「ねぇ、お母
かあ

さん」て、

あなたはよくおねだりしますか？ おねだりし

たものがもらえたら、「ヤッタァ！」って、大
おお

喜
よろこ

びするでしょう？ 「わたしの名前
な ま え

によって、天
てん

の父
ちち

なる神様
かみさま

にお祈
いの

りするのも、同
おな

じですよ」

とイエス様
さま

が言
い

われます。「お祈
いの

りって、本当
ほんとう

に

楽
たの

しいし、わくわくするし、いつ神様
かみさま

からの答
こた

え

がくるか楽
たの

しみだし、きっと与
あた

えられるから、求
もと

めなさい」と言
い

ってくださっています。喜
よろこ

びが

満
み

ちあふれるのですから、祈
いの

りたいね。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、私
わたし

の 心
こころ

の中
なか

から、泉
いずみ

のよう

にお祈
いの

りもわき出
で

ますように、そして、喜
よろこ

びが満
み

ちあふれますように。



聖
せ い

書
しょ

マルコ１・14～15

テ ー マ 神
かみ

の国
くに

の福音
ふくいん

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

時
とき

は満
み

ちた、神
かみ

の国
くに

は近
ちか

づいた。

悔
く

い改
あらた

めて福音
ふくいん

を信
しん

ぜよ。

マルコ１・15

目
もく

標
ひょう

悔
く

い改
あらた

めと信仰
しんこう

により、神
かみ

の

国
くに

の恵
めぐ

みに入
はい

る。

9 月 23 日（月）
聖書
せいしょ

マタイ７・13～14

聖句
せ い く

狭
せま

い門
もん

からはいれ。滅
ほろ

びにいたる門
もん

は大
おお

きく、その道
みち

は広
ひろ

い。そして、

そこからはいって行
い

く者
もの

が多
おお

い。

13節
せつ

「赤信号
あかしんごう

、みんなで渡
わた

ればこわくない」。この

考
かんが

えは滅
ほろ

びにつながる広
ひろ

い道
みち

で、大
おお

きな門
もん

です。

みんながやってるから、と罪
つみ

を犯
おか

し続
つづ

けていれ

ば、広
ひろ

い滅
ほろ

びへの道
みち

を歩
ある

いているのです。そん

な人
ひと

が多
おお

いとイエス様
さま

も言
い

われます。でも「狭
せま

い

門
もん

からはいれ」と招
まね

いておられます。それはど

んな門
もん

かといえば悔
く

い改
あらた

めの門
もん

です。そしてそ

れは命
いのち

にいたる大切
たいせつ

な門
もん

です。命
いのち

にいたる道
みち

は細
ほそ

いので歩
ある

くのも困難
こんなん

です。自分
じ ぶ ん

一人
ひ と り

やっと

歩
ある

けるくらいかもしれません。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、狭
せま

い悔
く

い 改
あらた

めの門
もん

を通
とお

り、細
ほそ

い道
みち

、 命
いのち

の道
みち

がどの道
みち

であるかを知
し

って、

しっかり歩
あゆ

ませてください。

9 月 22 日（日）
聖書
せいしょ

マルコ１・14～15

聖句
せ い く

悔
く

い改
あらた

めて福音
ふくいん

を信
しん

ぜよ。

15節
せつ

今日
き ょ う

から、「キリストの教
おし

え」について学
まな

びま

す。イエス様
さま

が 30歳になられて神
かみ

の国
くに

の福音
ふくいん

を

伝
つた

え始
はじ

められました。「時
とき

は満
み

ちた、神
かみ

の国
くに

は近
ちか

づいた。悔
く

い改
あらた

めて福音
ふくいん

を信
しん

ぜよ」と。あなた

は人
ひと

が死
し

ぬとどうなるか、どこへ行
い

くのか、知
し

っ

てますか？ 重
じゅう

大問題
だいもんだい

ですね。イエス様
さま

は神
かみ

の国
くに

を伝
つた

えに来
き

てくださいました。神様
かみさま

の前
まえ

に罪
つみ

をお

わびして、イエス様
さま

の十字架
じ ゅ うじ か

の身代
み が

わりを信
しん

じて、

罪
つみ

をゆるしてもらって神
かみ

の国
くに

に入
はい

れるのです。死
し

んだ後
のち

も永遠
えいえん

に。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、永遠
えいえん

の神
かみ

の国
くに

に入
はい

れる道
みち

を備
そな

え

てくださり感謝
かんしゃ

します。悔
く

い 改
あらた

めてイエス

様
さま

を信
しん

じて入
はい

りたいです。

9 月 24 日（火）
聖書
せいしょ

Ⅰヨハネ１・5～10

聖句
せ い く

もし、わたしたちが自分
じ ぶ ん

の罪
つみ

を告白
こくはく

するならば、神
かみ

は真実
しんじつ

で正
ただ

しいかた

であるから、その罪
つみ

をゆるし、すべ

ての不義
ふ ぎ

からわたしたちをきよめて

下
くだ

さる。 9節
せつ

悔
く

い改
あらた

めを、きちんとすることはとても大切
たいせつ

です。それは、自分
じ ぶ ん

の罪
つみ

を告白
こくはく

することです。そ

れによって、自分
じ ぶ ん

がどんなに罪深
つみぶか

い人間
にんげん

であるの

かが、ハッキリとわからせてもらえるからです。

そしてそんな 私
わたし

の罪
つみ

を悲
かな

しんで、身代
み が

わりに

十字架
じ ゅ うじ か

に死
し

んでくださった救
すく

い主
ぬし

イエス様
さま

を仰
あお

ぐことです。それによって、「子
こ

よ、しっかりし

なさい。あなたの罪
つみ

はゆるされたのだ」と、真実
しんじつ

な神様
かみさま

から罪
つみ

のゆるしを宣言
せんげん

していただけます。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、悔
く

い 改
あらた

めることは恥
は

ずかし

い狭
せま

い門
もん

ですが、しっかり悔
く

い 改
あらた

めて、

全部
ぜ ん ぶ

ゆるしていただけますよう助
たす

けてく

ださい。



9 月 25 日（水）
聖書
せいしょ

Ⅰコリント 15・１～8

聖句
せ い く

この福音
ふくいん

によって救
すく

われるのであ

る。 2節
せつ

パウロ先生
せんせい

が伝
つた

えた「この福音
ふくいん

」によって「救
すく

われるのである」と、力強
ちからづよ

く記
しる

しています。パ

ウロ先生
せんせい

が最
もっと

も大事
だ い じ

なこととしてコリントの

人々
ひとびと

に伝
つた

えたのは、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

も受
う

けたことだっ

たと言
い

います。それは聖書
せいしょ

に書
か

いてあるとおり、

キリストがわたしたちの罪
つみ

のために死
し

んだこと、

葬
ほうむ

られたこと、３日目
み っ か め

によみがえったこと、そ

して現
あらわ

れてくださったことだと言
い

っています。

そうです。イエス様
さま

の十字架
じ ゅ うじ か

と復活
ふっかつ

ですね。あ

なたもこの福音
ふくいん

を信
しん

じていますか？

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

の十字架
じゅうじか

と復活
ふっかつ

の

福音
ふくいん

こそ、すべてのすべてです。信
しん

じる人
ひと

が

救
すく

われることを感謝
かんしゃ

します。

9 月 27 日（金）
聖書
せいしょ

エペソ２・１～10

聖句
せ い く

あなたがたの救
すく

われたのは、実
じつ

に、

恵
めぐ

みにより、信仰
しんこう

によるのである。

8節
せつ

私
わたし

たちはみんなオギャーと生
うま

れたままだっ

たら、罪
つみ

の中
なか

に死
し

んでいる者
もの

です。自分
じ ぶ ん

で自分
じ ぶ ん

を

罪
つみ

から救
すく

えないし、罪深
つみぶか

い自分
じ ぶ ん

を変
か

えることも

できません。神様
かみさま

はそんな私
わたし

たちをかわいそう

に思
おも

ってくださって、イエス様
さま

をおつかわしく

ださって、滅
ほろ

びの川
かわ

から救
すく

い上
あ

げてくださいま

した。ただ一方的
いっぽうてき

な神様
かみさま

の大
おお

きな愛
あい

とあわれみ

と恵
めぐ

みによって。その救
すく

い主
ぬし

イエス様
さま

をただ信
しん

じて、イエス様
さま

と共
とも

によみがえらせていただい

たのです。感謝
かんしゃ

あるのみ。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたの変
か

わらない愛
あい

とあわ

れみと恵
めぐ

みを感謝
かんしゃ

します。信仰
しんこう

によって救
すく

われました。信
しん

じ続
つづ

けます。

9 月 26 日（木）
聖書
せいしょ

ローマ 1・16～17

聖句
せ い く

わたしは福音
ふくいん

を恥
はじ

としない。それは、

ユダヤ人
じん

をはじめ、ギリシヤ人
じん

にも、

すべて信
しん

じる者
もの

に、救
すく

いを得
え

させる

神
かみ

の力
ちから

である。 16節
せつ

「イエス様
さま

のことや教会
きょうかい

のこととか、お友
とも

だ

ちには恥
は

ずかしくて言
い

えないな」と思
おも

います

か？ とんでもない！と 返事
へ ん じ

をするのはパウロ

先
せん

生
せい

です。「わたしは福音
ふくいん

を恥
はじ

としない」。イエ

ス様
さま

のすばらしい救
すく

いのグッド・ニュースです。

ニュースはどんどん伝
つた

えるべきです。しかもこ

の福音
ふくいん

、このグッド･ニュースと言
い

えば、これを

信
しん

じるならば救
すく

われるというのですから！ユダ

ヤ人
じん

、ギリシャ人
じん

、全世界
ぜ ん せか い

の人々
ひとびと

の救
すく

いの福音
ふくいん

で

す。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、本当
ほんとう

に福音
ふくいん

の 力
ちから

の大
おお

きいこと

を思
おも

います。多
おお

くの人
ひと

の人生
じんせい

を変
か

えてきた

この福音
ふくいん

を伝
つた

えたいです。

9 月 28 日（土）
聖書
せいしょ

Ⅱテモテ２・８～13

聖句
せ い く

ダビデの子孫
し そ ん

として生
うま

れ、死人
し に ん

のう

ちからよみがえったイエス･キリス

トを、いつも思
おも

っていなさい。これ

がわたしの福音
ふくいん

である。 8節
せつ

あなたはよくお手紙
て が み

を書
か

きますか？ もし、今
いま

から書
か

く手紙
て が み

が、地上
ちじょう

での最後
さ い ご

のお手紙
て が み

だとし

たら、何
なに

を書
か

くでしょうね?!パウロ先生
せんせい

が地上
ちじょう

最後
さ い ご

のお手紙
て が み

を、愛
あい

する息子
む す こ

のような弟子
で し

のテ

モテに書
か

きました。「イエス･キリストをいつも

思
おも

っていなさい。これがわたしの福音
ふくいん

である」

でした！ テモテはしっかり心
こころ

に刻
きざ

んで、いつ

も、何
なに

をする時
とき

も、イエス様
さま

のことを思
おも

ってい

たことでしょう。私
わたし

たちもそうしたいですね。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、毎日
まいにち

いろいろなできごとがあ

りますが、いつもイエス様
さま

のことを思
おも

って

いることができますように。



聖
せ い

書
しょ

ルカ 5・1～11

テ ー マ キリストの弟子
で し

として

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

そこで彼
かれ

らは舟
ふね

を陸
りく

に引
ひ

き上
あ

げ、いっさいを捨
す

ててイエス

に 従
したが

った。 ルカ 5・11

目
もく

標
ひょう

自分
じ ぶ ん

の無力
むりょく

と罪深
つみぶか

さを覚
おぼ

え、キ

リストに従
したが

う者
もの

となる。

9 月 30 日（月）
聖書
せいしょ

ルカ 5・1～2

聖句
せ い く

漁師
りょうし

たちは、舟
ふね

からおりて網
あみ

を洗
あら

っ

ていた。 2節
せつ

「アーラ! いい所
ところ

でお会
あ

いしましたねェ」っ

て、人
ひと

との出会
で あ

いというのは決
けっ

して自分
じ ぶ ん

で計画
けいかく

したり、計算
けいさん

して与
あた

えられるものではありませ

んね。イエス様
さま

のお話
はなし

が聴
き

きたくて聴
き

きたくて、

群衆
ぐんしゅう

、そう、たくさんの人々
ひとびと

がイエス様
さま

のとこ

ろに押
お

し寄
よ

せてきたのでした。ついにゲネサレ

の湖畔
こ は ん

まで! ちょうどそこに二
に

そうの小舟
こ ぶ ね

が

あって、漁師
りょうし

たちは、舟
ふね

からおりて網
あみ

を洗
あら

って

いるところでした。イエス様
さま

との感動的
かんどうてき

な出会
で あ

いが目
め

の前
まえ

だとは全然
ぜんぜん

知
し

らないで!

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、素晴
す ば

らしい出会
で あ

いはいつも普
ふ

通
つう

の毎日
まいにち

の中
なか

で与
あた

えられるのがわかり、一
いち

日
にち

一日
いちにち

がとても楽
たの

しみです。

9 月 29 日（日）
聖書
せいしょ

ルカ 5・1～11

聖句
せ い く

そこで彼
かれ

は舟
ふね

を陸
りく

に引
ひ

き上
あ

げ、いっ

さいを捨
す

ててイエスに従
したが

った。

11節
せつ

漁師
りょうし

さんたちとは、何
なに

をする人
ひと

たちでしょう?

ハイ、お魚
さかな

を取
と

る人
ひと

たちです。その通
とお

り! とこ

ろが、このゲネサレ湖畔
こ は ん

で漁
りょう

をしていた漁師
りょうし

さ

んたちは夜通
よ ど お

し働
はたら

いたのに、何
なに

も、一匹
いっぴき

の魚
さかな

も

取
と

れなかったのです。お手上
て あ

げ状態
じょうたい

でした。と

ころがイエス様
さま

のひとこと、「沖
おき

へこぎ出
だ

して、

網
あみ

をおろして漁
りょう

をしてみなさい」の通
とお

りにした

ら…オーツ、大漁
たいりょう

! 「人間
にんげん

をとる漁師
りょうし

になるの

だ」とまたイエス様
さま

から言
い

われて、漁師
りょうし

さんた

ちはイエス様
さま

に従
したが

いました。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、漁師
りょうし

たちは何
なん

と素晴
す ば

らしいお

方
かた

に出会
で あ

ったことでしょう! わたしも彼
かれ

ら

のように主
しゅ

に 従
したが

います。

10 月 1 日（火）
聖書
せいしょ

ルカ 5・3

聖句
せ い く

シモンに頼
たの

んで岸
きし

から少
すこ

しこぎ出
だ

させ、そしてすわって、舟
ふね

の中
なか

か

ら群衆
ぐんしゅう

にお教
おし

えになった。 3節
せつ

二
に

そうの小舟
こ ぶ ね

の持
も

ち主
ぬし

のひとりは、シモンで

した。イエス様
さま

は、群衆
ぐんしゅう

が押
お

し寄
よ

せて来
く

るので、

ついにその一
いっ

そうの小舟
こ ぶ ね

、シモンの小舟
こ ぶ ね

に乗
の

り

込
こ

まれたのです。シモンは押
お

し寄
よ

せる群衆
ぐんしゅう

にま

ず驚
おどろ

き、次
つぎ

にイエス様
さま

がシモンの舟
ふね

に乗
の

り込
こ

ん

でこられたのにも目
め

を丸
まる

くしたでしょう。おま

けに岸
きし

に少
すこ

しこぎ出
だ

してほしいと頼
たの

まれて、ま

たビックリだったでしょう。その中
なか

からイエス

様
さま

はどんなにか大声
おおごえ

でお話
はな

されたことでしょう

か。一体
いったい

何
なに

を話
はな

されたのでしょうね!?

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、シモンにとっては、思
おも

いもか

けない、突然
とつぜん

のイエス様
さま

との出会
で あ

いでし

た。イエス様
さま

との出会
で あ

いを感謝
かんしゃ

します。



10 月 2 日（水）
聖書
せいしょ

ルカ 5・4～5

聖句
せ い く

しかし、お言葉
こ と ば

ですから、網
あみ

をおろ

してみましょう。 5節
せつ

いよいよイエス様
さま

のお話
はなし

も終
お

わりとなりま

した。するとイエス様
さま

はシモンに向
む

かって、「沖
おき

へこぎ出
だ

し、網
あみ

をおろして漁
りょう

をしてみなさい」

と言
い

われます。シモンの頭
あたま

の中
なか

は、「???」イエ

ス様
さま

は時々
ときどき

、小
ちい

さなわたしたちの脳
のう

みそやハー

トではわからないと思
おも

われることを言
い

われます。

シモンはどう答
こた

えたでしょう? 「先生
せんせい

、漁師
りょうし

の

わたしたちが夜通
よ ど お

し働
はたら

いたのに一匹
いっぴき

も取
と

れな

かったのですよ…でもあなたのお言葉
こ と ば

ですから

網
あみ

をおろしてみます」と。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたやイエス様
さま

が言
い

われる

ことがわからない時
とき

も、あなたのお言葉
こ と ば

を

大切
たいせつ

に思
おも

い 従
したが

ってみます。

10 月 4 日（金）
聖書
せいしょ

ルカ 5・8～9

聖句
せ い く

主
しゅ

よ、わたしから離
はな

れてください。

わたしは罪深
つみふか

い者
もの

です。 8節
せつ

「ＨＥＬＰ
へ る ぷ

!(助
たす

けて!)」と、シモンは、魚
さかな

が

あまりに多
おお

くて、一
いっ

そうの小舟
こ ぶ ね

だけではとても

岸
きし

まで運
はこ

べないのでもう一
いっ

そうの舟
ふね

に来
く

るよう

頼
たの

みました。そうして二
に

そうの舟
ふね

にいっぱいに

引
ひ

き上
あ

げて入
い

れると舟
ふね

が沈
しず

みそうになったので

す! そんな超 大 漁
ちょうたいりょう

でした! それをみたシモン

の心
こころ

の中
なか

に、自分
じ ぶ ん

がイエス様
さま

の前
まえ

にどんなにか

力
ちから

のない弱
よわ

い汚
けが

れた罪人
つみびと

なのかハッキリと示
しめ

されたのです。イエス様
さま

のひざもとにひれ伏
ふ

し

て告白
こくはく

しました。この心
こころ

が、実
じつ

は一番
いちばん

神様
かみさま

に喜
よろこ

ばれる心
こころ

なのですね。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのお言葉
こ と ば

の 力
ちから

の前
まえ

に、

わたしも自分
じ ぶ ん

の罪深
つみぶか

さを悟
さと

ってひれ伏
ふ

し、

ますます 従
したが

わせてください。

10 月 3 日（木）
聖書
せいしょ

ルカ 5・6～7

聖句
せ い く

そしてそのとおりにしたところ、お

びただしい魚
うお

の群
む

れがはいって、

網
あみ

が破
やぶ

れそうになった。 6節
せつ

「スゴーイ!!」イエス様
さま

が言
い

われたとおりに

したのです。するとどうでしょう! 「おびただ

しい魚
うお

の群
むれ

れ」が網
あみ

の中
なか

にとびこんできたでは

ありませんか! 〈君
きみ

たち、今
いま

までドコにいた

の!?〉って言
い

いたいくらい。網
あみ

が破
やぶ

れそうにな

りましたが、破
やぶ

れなかったのです。きっとシモ

ンや他
ほか

の漁師
りょうし

さんたちのハートも 驚
おどろ

きと感激
かんげき

で破
やぶ

れそうになったかも! そうなのです。イエ

ス様
さま

のお言
こと

葉
ば

をそのままともに受
う

け取
と

って、信
しん

じて従
したが

うとこんな奇跡
き せ き

が起
お

こるのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、「そのとおりにしたところ」と

のみ言葉
こ と ば

をモットーに、いつでもどこでも

どんなことでも 従
したが

います。

10 月 5 日（土）
聖書
せいしょ

ルカ 5・10～11

聖句
せ い く

恐
おそ

れることはない。今
いま

からあなたは

人間
にんげん

をとる漁師
りょうし

になるのだ。

10節
せつ

もちろん、そう思
おも

ったのはシモンだけではあ

りませんでした。ゼベダイの二人
ふ た り

の子
こ

ら、ヤコ

ブとヨハネも同
おな

じでした。すると、イエス様
さま

は

シモンに言
い

われたのです、「恐
おそ

れることはない。

今
いま

からあなたは人間
にんげん

をとる漁師
りょうし

になるのだ」と。

『人間
にんげん

をとる漁師
りょうし

』とは、罪深
つみぶか

く、滅
ほろ

びゆくこ

の世
よ

の海
うみ

の中
なか

から人々
ひとびと

を救
すく

い出
だ

して、天
てん

の御国
み く に

の民
たみ

とする、この地上
ちじょう

で最高
さいこう

最大
さいだい

の漁師
りょうし

です。

シモンはもちろんのことヤコブもヨハネもすべ

てを捨
す

てて主
しゅ

に従
したが

いました。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも、「救
すく

うためにおいで

くださったイエス様
さま

」に 従
したが

って人々
ひとびと

の救
すく

い

のためのお手伝
て つ だ

いをさせてください。


